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…
…

1

“
ア
ジ
ア
の
新
た
な
出
発
の
日
”

佐
藤
隆
A
F
P
P
D議
長
が

全
龍
界
に
向
け
、
的
な
発
表
〗
〗
〕
一

ア
ジ
ア
人
口

30
億
人
の

H

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
要
旨
）

人

口

と

開

発

に

関

す

る

佐

藤

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長

3
0億
人
を
と
り
囲
む
環
境
問
題
：
•
•
•
…
…
…

•
1
3

環

境

庁

長

官

堀

内

俊

ア
ジ
ア
は

30
億
人
を
ど
う
支
え
る
か
…
…
24

ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
ゲ
イ
ル
•
D

・
ネ
ス

-
A
P
D
A・
日
誌
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
4
2

帥
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
発
足
並
び
に
事
業
経
過
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
4
3

本
協
会
実
施
調
査
報
告
書
及
び
出
版
物

目

次

夫 ,:'’
,
:
,
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隆
・
:
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き 必上ー的 し 国 こ わ べに 当 般そ 事住広て

だ要 さ 股 な か際のれ き 多 然 ア 化の 実む大い ア

I と なせ大拠 し会分の か ＜ の ジ し大で人 で る ジ

” 
思の る 衆 出 ‘議野分と き こ ア て多 あ 々 あ ゜ア ア
わか た の が最な で 野 し、 か と の い数 る の り ア の

れ ‘め生拡近 ど の で う れ で人 る が ° 多
ヽ
ジ人

、/,,, 

召る と に活大 は に 日 あ 研 る あ 々 のみ そ ＜ ま ア 口 ア
° し、 は と す こ 出本 る 究が る の でずのが た は は

の 頭つ人が る れ席の人は
ヽ

゜目 あ かな 経文人す
た 口 ど こ が し 国 口十 日 最が る ら か済化 口 で 人
問 と の と 大て 際 と 分本近

ヽ ° 中 で 的 ヽ
に に 日 -i=i ~'.. " 

題開 よ は幅肩協開 にがわ し、 産 ‘に 伝お三

に 発 う も に身カ 発行国 が ろ 階わ貧統い十 と
つの な ち 改のは に わ 際国 し、 級れ し のて億 開 ------~ い両関 ろ 善狭金限れ社で ろ に わ い面 巨人

発て 面連ん さ い額 つて会は な 属れ と で大に

の に に 重れ思的て し、 に-, 意 す 日 し、 多 で達 に
調お あ 要 た し、 にみ な お 国味 る本 う 様 あ し つ
査い る で こ を み る し、 し＼ 際で と 人 と． で る

ヽ

研て の あ と すて と よ て化 日 考の と あ だ世 し、
究 ヽ か る は る も

ヽ
う ど← 本 え生 は る け 界 て

,..___ IC ど ‘が事 こ き ニに ぅ と に る 活
ヽ ° で人

岡援の人 ‘実 と わ十思い し、 向 ほ は き た は 口 I 
崎助 よ 々＾ 7 

でが め年わ う う け ど 血早 わだ な の

を う の後あ 多て ほ れ役言 ら 豊か め
ヽ ＜ ノー‘ 

陽供 な生 は る か少 ど る 割葉れ かで て ア ‘ 判ロ

一与政活人 ゜つな 削‘’ ° をが る さ あ 重 ジ地を
ツす策を 口 金た ＜ に わ果非の が り 要 ア 域 占
べが向 と 銭 ゜ ‘は れす常 は

ヽ な に も め

1 



き
こ
の
日
、

衆

議

院

議

員

午
後
三
時
、

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

か
ら
、

(
A
F
P
P
D
)
 

（
農
林
水
産
大
臣
）

全

世

界

に

向

議
長
、

佐

藤

隆

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

な
る

1

歴

史

的

な

ア

ナ

ウ

ン

ス

メ

ン

ト

が

記

念

す

べ

こ
と
し
八
月
十
日
、

ア

ジ

ア

の

人

口

が

三

十

億

人

に

”ヽ浚
効

- 2 -



問
題
と
積
極
的
に
取
組
む
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
っ
た
。

会
場
は
、

思
い
新
た
に
こ
の

こ
の
日
を

出
席
し
て
和
や
か
な
レ
セ
。
フ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
が
、

時
半
か
ら
、

け
て
行
な
わ
れ
た
。

A
F
P
P
D
、
国

際

人

口

問

題

議

員

懇

談

会

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

学
識
経
験
者
、

第
一
部
（
発
表
）

「
ア
ジ
ア
人
口
三
十
億
人
の
日
」

ト
が
あ
り
、

内

俊

夫

環

境

庁

長

官

が

蒙
の
講
演
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
、

シ
ガ
ン
大
学
教
授
、

出
発
の
日
」

会
場
の
東
京
プ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
関
係
者
―
―
百
人

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン

（
記
念
講
演
）

「
三
十
億
人
を
と
り
囲
む
環
境

人
口
問
題
の
世
界
的
権
威
者
で
あ
る
、
‘
、

内

容

の

富

ん

だ

記

念

講

感
銘
を
与
え
た
。

J
P
F
P
会

長

の

福

田

赳

夫

・

元

首

相

も

参
会
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、

と
認
識
し
、

「
ア
ジ
ア
の
新
た
な

こ
の
あ
と
午
後
五
時
か
ら
記
者
会
見
が
あ
り
、

同
五

演
を
行
な
い
、

の
貴
重
な
デ
ー
タ
を
基
礎
に
、

ジ
ア
は
三
十
億
人
を
ど
う
支
え
る
か
」

に
つ
い
て
多
く

ゲ
イ
ル

D

・
ネ
ス
博
士
が
、

「
ア

の
破
壊
に
対
し
、

さ

ま

ざ

ま

な

示

唆

に

富

む

警

告

と

啓

問
題
」

と
題
し
、

地

球

規

模

で

進

ん

で

い

る

自

然

環

境

引

続

き

第

二

部

で
は
、

堀

A
F
P
P
D
議
長
よ
り
別
項
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
、

十
‘

~
~
．
 

午
後
三
時
か
ら
、

佐
藤
隆
・

が
参
加
し
て
盛
会
の
う
ち
に
意
義
深
く
行
な
わ
れ
た
。

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
国
連
関
係
機
関
を
は
じ
め
政
、

D
A
)
 の
共
催
に
よ
る
こ
の
発
表
は
、

F
P
)
 ヽ

官

界

(
A
P
 

(
J
P
 

- 3 -



厚

生

省

河

野

槻

果

外

務

省

金

子

義

和

〔
官

界
〕

A
.
T
・

カ

ル

バ

ー

ト

代

理

大

使

東

京

連

絡

事

務

所

所

長

石

樽

利

光

安

藤

博

文

会

長

千
景
（
参
・

田
代
由
紀
男
（
参
・

マ

ー

レ

シ

ア

国

…

…

ラ

ー

マ

・

オ

ス

マ

ン

イ

ン

ド

国

：

・

：

・

…

…

サ

ッ

ト

・

ボ

ー

ル

・

ミ

ッ

タ

ー

ル

前

上

院

議

員

国

連

人

口

基

金

〔
国
際
機
関
〕

国

連

人

口

基

金

国

連

人

口

基

金

国

連

開

発

計

画

〔
在
日
大
使
館
〕

(
U
N
F
P
A
)
 

国

際

家

族

計

画

連

盟

(
I
P
P
F
)
 

(
U
N
F
P
A
)
 

(
U
N
F
P
A
)
 

(
U
N
D
P
)
 

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

大

使

館

東

・

東

南

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

理

事

会

ジ

ョ

ア

ン

・

タ

ソ

ブ

広

報

渉

外

部

長

企

画

調

整

局

長

ジ

ョ

テ

ィ

・

シ

ン

国

際

連

合

局

社

会

協

力

課

長

人

口

問

題

研

究

所

所

長

事

務

次

長

功

刀

達

郎

上

院

議

員

〔来

賓
〕

石

井

（
参
・

” 
~ 

阿

部

" 
、-

――治

重
信
（
参
・
民
社
）

昭
吾
（
衆
・
社
民
）

扇

" 
、~

中

西

珠

子

（
参
・

石

本

茂
（
参
・

” 
、-

高

桑

義
男
（
衆
・

栄
松
（
参
・

谷

津

,, 

~ 

山
田

道
彦
（
衆
・

英
介
（
衆
・

鹿

野

" 
、-

矢
追

秀
彦
（
衆
・

佐

藤

隆
（
衆
・

" 
ヽ

有

島

重

武

田
中

龍
夫
（
衆
・

" 

金

子

み

つ

福
田

〔
国
会
議
員
]

主

な

出

席

者

ヽ

赳
夫
（
衆
•
自
民
）

" " N " 
、- ヽ ヽ 、-

永
野
茂
門
（
参
•
自
民
）

（
敬
称
略
）

（
衆
・
社
会
）

（
衆
•
公
明
）

- 4 -



吉

田

長

雄

畑

井

義

隆

武

田

修

三

郎

大
内

穂

安

川

正

彬

〔
学
識
経
験
者
〕

人

口

問

題

研

究

所

人

口

構

造

部

長

企

画

凋

整

局

長

大

気

保

全

局

長

日

本

大

学

人

口

研

究

所

名

誉

所

長

東

京

大

学

名

誉

教

授

慶

応

大

学

経

済

学

部

教

授

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

総

合

研

究

部

主

幹

東

海

大

学

工

学

部

教

授

明

治

学

院

大

学

経

済

学

部

教

授

ア

ジ

ア

生

産

性

機

構

事

務

局

長

多
数
の
参
加
者
で
埋
ま
る
会
場

日

第
一
部
（
発
表
）

15
時
1
1
5
時

30
分

『
ア
ジ
ア
人
口
30
億
人
の
日
』

人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

議

長

佐

藤

第
二
部
（
記
念
講
演
）

15
時

40
分

1
1
6
時

10
分

「30
億
人
を
と
り
囲
む
環
境
問
題
」

躁

境

庁

長

官

堀

内

俊

16
時

10
分

1
1
6
時

55
分

「
ア
ジ
ア
は
30
億
人
を
ど
う
支
え
る
か
」

ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
ゲ
イ
ル

•
D

・
ネ
ス

第
一
―
一
部
17
時
1
1
7
時

30
分

記
者
会
見
／
カ
ク
テ
ル
プ
レ
イ
ク

第
四
部
17
時

30
分

119時

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

川

野

重

任

黒

田

俊

夫

長

谷

川

慧

重

環

境

庁

森

幸
男

総

務

庁

―

―

浦

由

己

統

計

局

長

厚
生
省

内

野

澄

子

程

夫 隆

- 5 -



十
七
分
、

ア
ジ
ア
の
人
口
が
三

0
億
人
に
な
る
、

と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た

こ
ろ

「
ア
ジ
ア
人
口
三

0
億
人
の
日
」

本
年
一
九
八
八
年
八
月
十
日
、

こ
と
を
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

グ

リ

ニ

ッ

ジ

標

準

時

の

午

前

0
時

四

先
ず
は
じ
め
に
、

国

連

人

口

部

の

最

新

デ

ー

タ

か

ら

推

計

致

し

ま

し

た

と

を
行
な
い
ま
す
こ
と
を
た
い
へ
ん
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

本
日
世
界
に
向
け

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト

私
は
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
と
し
て
、

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
、

こ
の
時
間
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
を
お
集
ま
り
頂
き
、

有

難

アナウンスメントをする

佐藤隆AFPPD議長

人

口

と

開

発

に

関

す

る

議

長

仕

i

臨
咋

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

隆

- 6 -



開
発
に
関
す
る
国
際
議
員
会
議
」

こ
の
間
、

我

々

立

法

府

議

員

は

一

九

七

九

年

に

ス

リ

ラ

ン

カ

で

と
い
う
こ
と
に
大
方
が
合
意
致
し
ま
し
た
。

「
人
口
と

世

界

の

国

々

は

急

激

な

人

口

増

し
か
し
、

ジ
ア
地
域
で
生
ま
れ
て
お
り
、

亡
し
て
お
り
ま
す
。

も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

人
口
三

0
億
人
を
迎
え
、

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
。

問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
が
ら
な
い
国
連
に
対
し
率
先
し
て
働
き
か
け
、

国

連

人

口

基

金

そ
の
設
立
を
み
た
時
点
で
さ
え
、

機

微

に

触

れ

る

も

の

で

あ

っ

た

た

め

に

国

連

の

通

常

予

算

か

ら

家

族

計

画

支

の
独
立
し
た
基
金
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
、

援
の
た
め
の
支
出
を
直
接
計
上
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
、

た

゜

人

口

問

題

は

非

常

に

デ

リ

ケ

ー

ト

な

一
九
六
九
年
、

平

均

し

て

毎

秒

七

人

の

赤

ち

ゃ

ん

が

ア

一
人
が
三

0
億

人

目

の

新

生

児

で

あ

る

こ

と

(
U
N
F
P
A
)
 

九
八
四
年
の
メ
キ
シ
コ
国
際
人
口
会
議
で
、

こ
の
ア
ジ
ア
が

一
九
二

0
年

U
N
F
P
A
は

国

連

一
九
七
四
年
の
プ
カ
レ
ス
ト
世
界
人
口
会
議
、

加

が

と

く

に

発

展

途

上

国

の

社

会

・

経

済

発

展

に

悪

影

響

を

及

ぽ

し

て

い

る

を
開
催
し
て
以
来
、

こ

の

人

口

問

題

解

決

を

設

立

す

る

に

至

り

ま

し

以
来
、

ア
ジ
ア
の
国
連
加
盟
国
は
、

人
口

代
に
人
ロ
一

0
億
人
を
突
破
し
、

世

界

人

口

の

過

半

数

を

超

え

た

こ

と

に

大

頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、

手
立
て
を
必
要
と
し
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、

皆

様

に

も

改

め

て

考

え

て

う
か
、

そ
の
手
立
て
は
十
分
行
な
わ
れ
て
い
る
か
、

ま

た

更

に

ど

の

よ

う

な

こ
の
三

0
億

人

が

幸

福

に

暮

ら

し

て

い

け

る

か

ど

ど
こ
で
な
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
我
々
が
住
ん
で
い
る
、

ラ
ム
を
代
表
し
て
皆
様
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、

一
十
億
に
い
つ
な
る
か
、

し
か
し
、

私

が

今

日

こ

こ

で

エ

イ

シ

ャ

ン

フ

ォ

ー

そ
の
内
の

ま
た
同
じ

一
秒
間
に
二
人
の
ア
ジ
ア
人
が
死

十
五
万
人
づ
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

ジ
ア
で
は
、

一
年
間
に
五
、

毎
日

ほ
ば

一
年
後
に
ア
ジ
ア
の
人
口
は
三

0
億
人
を
迎
え
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
七
月
、

四
五

0
万
人
、

毎
月
平
均
四
五
四
万
人
、

世
界
の
人
口
が
五

0
億
人
を
迎
え
た
の
で
す
が
、

ア

そ
れ
か
ら
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術
革
新
、

経

済

開

発

努

力

さ

え

も

無

に

帰

し

て

し

ま

う

力

を

有

し

て

お

り

ま

ば
か
り
で
な
く
、

ま

た

人

類

の

た

め

に

有

効

で

あ

る

べ

き

技

は

現

在

お

よ

び

未

来

の

こ

の

地

球

に

生

存

す

る

人

類

の

生

活

基

盤

を

脅

か

す

ル
ギ
ー
の
不
足
と
国
境
を
越
え
た
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
脅
威

過
度
な
人
口
増
加
は
、

資
源
、

エ
ネ

地
域
で
の
増
加
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

た

゜
大
陸
の
う
ち
、

高

い

た

め

と

い

う

よ

り

も

む

し

ろ

人

口

の

絶

対

数

が

大

き

い

と

い

う

こ

と

が

大
き
な
理
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

れ
ま
せ
ん
が
、

―
1
0
1
―
五
年
に
は
七
一
億
人
と
極
め
て
大
き
な
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
五

0
年

か

ら

一

九

八

0
年

の

三

十

年

間

に

世

界

人

口

は

約

十

九

億

人

増

ま
た
今
後
、

先
ず
地
球
上
の
有
限
で
あ
る
食
糧
、

文
明
社
会
を
、

今
世
紀
末
迄
の
世
界
人
口
の
増
加
の
九
―
―
形
は
発
展
途
上

加
し
ま
し
た
が
、

そ

の

八

四

％

は

発

展

途

上

地

域

に

お

け

る

人

口

増

加

で

し

発

展

途

上

地

域

の

人

口

は

今

世

紀

末

に

五

0
億
人
を
超
え
、

に
十
三
億
人
、

二

0
二
五
年
に
十
四
億
人
と
、

あ

ま

り

大

き

な

増

加

は

み

ら

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

先
進
地
域
の
人
口
は
、

今

世

紀

末

億
人
か
ら
二
十
世
紀
末
に
は
六
二
億
人
、

二

0
1
―
五
年
に
は
八
五
億
人
に
な

と
は
い
え
、

世
界
の
人
口
は
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
な
ら
、

現
在
の
五

画

の

画

期

的

な

成

功

に

よ

り

、

人

口

増

加

率

を

下

げ

る

こ

と

に

は

成

功

し

つ

ア
ジ
ア
各
国
の
認
識
と
努
力
、

家

族

計

ア
の
人
口
増
加
数
は
未
だ
膨
大
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ

れ

は

人

口

増

加

率

が

現

在

で

は

最

低

の

人

口

増

加

率

を

示

し

て

お

り

ま

す

。

ア
ジ

こ
の
重
要
な
問
題
の
先
駆
者
と
し
て
の
ア
ジ
ア
は
、

レ
ヽ
J
 

ま

た

世

界

レ

ベ

ル

で

積

極

的

な

努

力

を

続

け

て

ま

い

り

ま

し

た

。

ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
一
致
し
た
見
解
の
下
で
、

各
国
レ
ベ
ル
、

地
域
レ
ベ

そ
れ
ぞ
れ
の

国

民

の

理

解

と

認

識

を

喚

起

し

そ

の

実

行

努

力

を

率

先

し

て

す

す

め

な

け

れ

第

三

世

界

の

三

つ

の

人
一
人
に
直
接
対
す
る
面
と
の
両
面
を
も
つ
立
法
府
議
員
が
、

に

あ

た

っ

て

は

国

民

を

代

表

し

て

国

家

的

な

施

策

に

関

与

す

る

面

と

国

民
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め

る

施

策

を

見

い

だ

す

こ

と

が

大

き

な

課

題

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

不
足
か
ら
過
剰
と
な
っ

て

く

る

労

働

力

の

部

市

部

へ

の

人

口

流

出

を

食

い

止

っ
て
い
ま
す
。

ア

ジ

ア

諸

国

の

農

村

地

域

で

高

い

出

生

率

と

そ

の

扶

養

力

の

よ
っ

て
も
牛
じ
て
い
ま
す
が

閑

村

か

ら

の

流

入

人

口

が

大

き

な

原

因

と

な

等
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
人
口
の
増
加
は
、

人

口

の

自

然

増

加

に

充
す
る
こ
と
が
で
き
す
、

失
業
、

公

共

サ

ー

ビ

ス

の

劣

化

ラ
の
幣
備
が
必
要
で
す
が
、

こ

れ

を

急

激

な

人

口

増

加

に

応

じ

て

直

ち

に

拡

都

巾

生

活

に

は

住

宅

交
通
、

イ
ン
フ

急

速

な

都

市

の

成

長

は

深

刻

な

都

市

行

政

問

題

を

引

き

起

こ

ま
た
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
人
口
分
布
の
現
状
と
し
て
は
、

嬰

村

地

域

含

め

た

国

家

の

開

発

能

力

を

築

い

て

い

く

上

で

不

可

欠

な

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
着
実
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、

だ

乳

幼

児

死

亡

率

お

よ

び

疾

病

率

が

非

常

に

高

い

水

準

に

あ

り

、

効

果

的

な

か
と
い
う
こ
と
は
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
。

ア

ジ

ア

の

途

上

国

で

は

未

そ

の

増

加

し

て

い

る

人

口

の

質

と

生

産

性

が

ど

う

あ

る

先

ほ

ど

ア

ジ

ア

の

人

口

が

毎

日

約

十

五

万

人

の

割

合

で

増

え

て

い

る

と

申

ま

す

、

経

済

開

発

・

社

会

開

発

に

即

し

た

問
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ア
ジ
ア
地
域
な
の
で
す
。

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
解
決
は
、

そ
し
て
、

こ
の
問
題
の
六

0
％

と

い

う

人

口

の

ベ

ー

ス

を

抱

え

て

い

る

の

せ
ん
。

和

な

二

十

一

世

紀

を

迎

え

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る

と

さ

え

い

わ

ざ

る

を

得

ま

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
上
げ
ま
し
た
が
、

な
っ
て
お
り
、

し
て
き
ま
し
た
。

低
水
準
の
住
宅
、

世

界

の

人

口

適

正

な

人

口

増

加

率

を

保

持

人

的

資

源

へ

の

投

資

を

か

ら

首

都

圏

へ

の

著

し

い

人

口

流

出

に

よ

る

過

剰

都

市

化

が

大

き

な

問

題

と

上
下
水
道
な
ど
、

食
輻
、

環
境
、

閲

発

問

題

の

地

球

的

レ

ベ

ル

で

の

対

応

な

く

し

て

世

界

が

平

今
や
、

す
。

先

進

国

と

発

展

途

上

国

の

利

害

は

共

通

し

て

お

り

ま

す

。

人
口
、
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ま
す
。

発
展
途
上
国
に
お
け
る
次
の
課
題
は
、

現
在
高
い
比
率
を
占
め
て
い

上
地
域
に
お
け
る
生
産
年
齢
人
口
の
増
大
は
、

そ
の
前
段
階
で
あ
る
と
い
え

発
展
途
上
地
域
に
於
い
て
も
高
齢
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、

先
進
地
域
に
お
い
て
は
既
に
高
齢
化
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
は

れ
て
い
ま
す
。

八
•
六
％
で
あ
っ
た
の
が
、

今

世

紀

末

に

は

六

三

・

八

％

と

高

ま

る

と

み

ら

が
急
速
で
あ
り
、

生
産
年
齢
人
口
の
割
合
は

一
九
八

0
年
に
五

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

年

少

人

口

割

合

の

低

下

の

ほ

う

人
口
の
割
合
は
次
第
に
低
下
し
、

反

対

に

老

年

人

口

の

割

合

が

増

大

す

る

と

国
連
推
計
に
よ
る
と
、

世

界

全

体

で

は

年

少

ま
た
、

人

口

問

題

に

は

人

口

の

年

齢

構

造

自

体

が

変

化

す

る

こ

と

に

よ

り

組
ん
で
い
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

済
成
長
を
み
た
場
合
、

策
努
力
が
緊
要
で
あ
る
』

の
議
長
と
し
て
、

(
N
I
E
s
)
 

そ
の
結
果
自
給
体
制
を

国
民
一
人
一
人
が
生
活
水
準
を
向
上
し
、

活
を
送
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
が
現
状
で
す
。

先
月
ト
ロ
ン
ト
で
行
な
わ
れ
た
先
進
国
サ
ミ
ッ
ト
の
経
済
宣
言
の
中
で
も
、

『
先
進
国
・
発
展
途
上
国
双
方
で
農
業
の
構
造
的
問
題
が
あ
り
、

エ
イ
シ
ャ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

ま
た
日
本
の
農
政
を
預
か
る
も
の
と
致
し
ま
し
て
も
、

ジ

ア

諸

国

さ

ら

に

世

界

と

い

う

グ

ロ

ー

バ

ル

な

視

点

を

持

っ

て

問

題

に

取

り

発
生
す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、

現
在
の
発
展
途 ア

の
ご
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私、

と
の
共
通
認
識
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

皆

様

一
層
の
政

快
適
な
生

確
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
が
、

急

増

し

て

い

る

人

口

と

経

化
を
進
め
て
い
る

一
方
、

食
糧
増
産
に
力
を
入
れ
、

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

新

興

工

業

経

済

地

域

が
急
速
に
工
業

れ
ま
す
。

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

都

市

の

人

口

問

題

解

決

に

と

っ

て

も

捐

要

と

考

え

ら

と

均

衡

の

と

れ

た

農

村

の

発

展

を

は

か

る

こ

と

が

食

糧

の

安

定

供

給

の

観

点

農
業
の
振
興
と
農
村
の
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

都
市
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礎
に
し
て
、

今

ま

で

の

家

族

計

画

と

い

う

も

の

を

更

に

広

義

に

と

ら

え

て

い

へ
と
発
展
し
て
、

世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
築
い
て
い
く
、

個
々
の
家
族
を
核
と
し
て
、

こ
の
考
え
方
を
基

愛
が
隣
人
愛
に
、

更
に
地
域
愛
、

時
代
に
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
家
愛
、

そ

し

て

地

球

レ

ベ

ル

の

人

類

愛
家

族

間

の

幸

福

の

単

位

と

し

て

「
家
族
」

と
い
う
核
を
見
疸
し
、

再

認

識

す

べ

き

更
に
、

私
は
、

ジ
ア
の
新
た
な
出
発
の
日
」

急
務
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
。

付
言
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

人

口

問

題

を

論

ず

る

と

き

人

野
の
人
々
が
思
い
を
新
た
に
し
、

積

極

的

に

こ

の

問

題

に

取

り

組

む

こ

と

が

と
認
識
す
る
と
と
も
に
、

を
迎
え
る
こ
の
時
、

我
々
ア
ジ
ア
の
国
民
一
人
一
人
が
、

こ
の
現
実
を

世

界

の

あ

ら

ゆ

る

分
「
ア

ア
ジ
ア
の
み
に
存
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
が
人
口
三

0
億
人

と
思
い
ま
す
が
、

い

づ

れ

に

し

て

も

今

我

々

ア

ジ

ア

が

抱

え

る

人

口

問

題

は

が
絡
ん
で
お
り
ま
す
。

・
ネ
ス
先
生
よ
り
、

別

の

角

度

か

ら

の

問

題

提

起

と

提

案

が

な

さ

れ

る

こ

と

後
程
、

堀
内
俊
夫
環
境
庁
長
官
よ
り
、

ま
た
ゲ
イ
ル

そ
の
他
、

視
点
を
か
え
て
こ
の
人
口
問
題
を
み
る
と
き
、

に
あ
り
ま
す
。

人
口
問
題
解
決
の
最
終
目
的
は
、

ま
せ
ん
。

活
を
送
る
た
め
の
、

社

会

・

経

済

開

発

の

基

礎

づ

く

り

を

し

な

け

れ

ば

な

り

普
及
、

保
健
医
療
水
準
の
向
上
な
ど
を
は
か
り
、 一
層
の
向
上
と
発
展
、

人

々

が

平

和

で

幸

福

な

生

全

て

の

人

々

の

福

祉

と

生

活

の

質

の

向

上

あ

ら

ゆ

る

問

題

吸
収
、

農

業

生

産

力

の

改

善

と

工

業

化

へ

の

教
育
の

こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

ア

ジ

ア

の

国

々

は

若

い

労

働

力

の

り
ま
す
。

題
は
、

そ
の
波
及
速
度
が
加
速
化
さ
れ
て
お
り
、

そ

の

対

策

が

急

が

れ

て

お

題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ

う

し

た

年

齢

構

造

が

引

き

起

こ

す

問

題
で
あ
り
、

や
が
て
こ
の
年
齢
層
が
老
年
に
達
し
た
と
き
に
は
、

高

齢

化

問

る
年
少
人
口
が
経
済
活
動
年
令
に
達
し
た
と
き
に
生
じ
る
一
雁
用
と
失
業
の
問

- 11 -
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レセプションで乾杯の

音頭をとる田中龍夫A

PDA理事長

談笑する福田赳夫氏I;/:;)

と各国関係者

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
、

人

類

の

平

和

と

幸

福

の

道

標

と

な

れ

ば

幸

甚

し
て
、

皆
で
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

い
わ
ば

く
必
要
を
感
じ
ま
す
。

「
新
家
族
計
画
」

で
あ
り
ま
す
。

と
も
い
う
ぺ
き
も
の
を
二
十
一
世
紀
の
倫
理
と

-12 -



私
達
は
、

環

境

の

恵

み

で

生

活

を

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

人

類

の

長

い

歴

世

紀

終

わ

り

に

は

六

十

二

億

と

い

う

推

定

ま

で

出

て

い

ま

す

。

わ

れ

た

人

口

が

ま

だ

百

年

も

た

っ

て

い

な

い

今

日

、

五
十
億
、

そ
し
て
、

今

口

に

な

っ

て

い

ま

す

。

世

界

人

口

か

ら

み

て

も

、

今

世

紀

初

め

十

六

億

と

い

さ

A

ヽ

と

こ

ろ

カ

ま

だ

百

年

も

た

っ

て

い

な

い

今

日

、

一

十

億

と

い

う

大

変

な

人

ア

ジ

ア

の

人

口

は

九

億

人

だ

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

た
の
で
す
。

今
世
紀
初
め
、

し
か
も
、

こ
の
人
口
は
、

こ

の

三

十

数

年

間

の

間

に

倍

に

ふ

く

れ

あ

が

っ

お
り
ま
す
。

の

六

割

を

ア

ジ

ア

が

占

め

て

人

口

は

三

十

億

。

世

界

人

口

堀

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

、

そ
の

ヽ

ぅ
‘, 

と
し

内

大

変

な

人

口

で

す

。

環

年

の

統

計

に

よ

る

と

五

十

億

境 庁

現
在
、

世
界
人
口
は
、

昨

長

す

。 を

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

官

境

問

題

を

中

心

に

私

の

考

え

現

代

の

ア

ジ

ア

に

お

け

る

環
境
庁
長
官

環

境

問

題

お

よ

び

世

界

の

環

堀

内

俊

夫

-13 -



ス
に
よ
っ
て
空
気
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も
考
え
ま
せ
ん
。

る
人
達
は
、

交
通
事
故
に
は
気
を
配
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
車
が
東
京
に
や
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

車
に
乗
っ
て
い

か
も
み
な
が
車
を
使
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

昨

年

一

年

間

に

二

百

万

台

も

が
あ
る
た
め
、

車
が
増
え
る
。

み
な
東
京
へ
、

東
京
へ
と
人
口
が
集
中
す
る
た
め
で
す
。

車

か

ら

出

る

排

気

ガ し

な
ぜ
東
京
の
空
気
が
汚
れ
る
か
。

地

方

よ

り

も

東

京

の

ほ

う

が

働

く

場

所

変
汚
れ
て
い
ま
す
。

よ
み
が
え
っ
て
は
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

東

京

の

空

気

は

い

ぜ

ん

と

し

て

大

森
、

東
京
の
木
は
今
に
も
枯
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

最

近

よ

う

や

く

っ
た
か
と
い
う
と
、

二
十
年
前
は
現
在
よ
り
も
っ
と
深
刻
で
し
た
。

東
京
の

東
京
は
空
気
が
大
変
汚
れ
て
い
ま
す
。

か

つ

て

の

東

京

は

も

っ

と

奇

麗

だ

い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、

現
在
皆
さ
ん
方
が
生
活
し
て
い
る
こ
の
東
京
は
、

ど
う

す
。
る

こ

と

が

生

活

向

上

の

証

明

で

あ

る

か

の

よ

う

な

気

持

ち

で

生

活

し

て

い

ま

十
分
食
べ
物
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

残

っ

た

も

の

は

無

造

作

に

捨

て

ま
た
、

食
ぺ
物
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

い
ろ
ん
な
食
べ
物
を
食
べ
て
い
ま
す
。

う
生
活
を
私
達
は
送
っ
て
お
り
ま
す
。

お
り
、

新
聞
は
ひ
と
と
お
り
読
む
と
み
ん
な
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。

ヽ

そ

う

し

た
く
さ
ん
の
広
告
が
入
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
始
末
す
る
の
に
難
儀
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
新
聞
が
毎
日
届
き
ま
す
。

ま

た

そ

の

中

に

チ

ラ

シ

な

ど

私
達
は
今
、

生
活
し
て
い
く
中
で
、

毎

日

た

く

さ

ん

の

出

版

物

に

接

し

て

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
今
日
の
日
を
迎
え
て
い
る
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

お
り
、

い
や
か
け
す
ぎ
で
は
な
い
か
、

そ

の

た

め

に

環

境

の

復

元

は

可

能

な

用
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す

で

に

環

境

に

大

き

な

負

担

を

か

け

て

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
数
年
間
の
人
口
増
は
、

も

は

や

環

境

を

自

然

に

利

史
は
環
境
の
恵
み
を
受
け
て
、

環
境
を
利
用
し
て
生
活
を
し
て
き
た
の
で
す
。
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者
で
す
。

か

ぇ
た

ら
ヽ

誰
か
が
損
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
、

林
を
切
り
、

熱

帯

林

の

所

有

物
を
作
っ
た
ほ
う
が
安
い
か
ら
そ
う
し
て
い
る
の
で
す
。

‘
 

言
し

そ
れ
は
、

日
本
の
木
材
を
使
う
と
高
い
か
ら
で
す
。

東

南

ア

ジ

ア

の

熱

帯

に
よ
っ
て
私
達
は
今
日
の
生
活
水
準
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
で
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
の
で
す
。

労
を
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
全
域
で
、

ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

ホ
ソ
コ
ン
、

私

達

が

い

ま

い

ち

ば

ん

反

省

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

な

ん

で

し

ょ

た
く
さ
ん
の
出
版
物
、

東
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
林
を
切
り
、

そ

れ

を

輸

入

す

る

こ

と

建
材
。

こ

れ

ら

出

版

物

や

建

材

は

ほ

と

ん

ど

日

本

の

木

材

を

使

っ

た

も

の

で

、。

”
っ
カ

さ
き
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

ま
た
、

い
ろ
ん
な
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

工
業
化
を
急
速
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、

よ
り
高
い
生
活
を
求
め
る
た
め
に
、

に
悪
い
水
の
中
で
現
在
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
は
、

二
十
年
前
の
、

私
達
が
体
験
し
た
非
常
に
悪
い
空
気
、

非

常

台
湾
、

韓
国
、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

、

こ
う
い
っ
た

い
ま
な
お
汚
れ
て
い
る
。

そ
の
汚
れ
て
い
た
時
代
を
よ
う
や
く
克
服
し
て
き
た
今
日
で
あ
り
ま
す
が
、

日
本
は
現
在
汚
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

か
つ
て
は
も
っ
と
汚
れ
て
い
た
。

今
、

こ

う

い

う

汚

染

の

状

態

が

い

ろ

ん

な

と

こ

ろ

で

見

そ
の
た
め
に
、

日

本

人

は

環

境

を

取

り

戻

す

た

め

に

大

変

な

苦

な
ぜ
か
。

産
業
廃
棄
物
に
よ
っ

て、

水

が

汚

さ

れ

て

い

＜
汚
れ
て
い
ま
し
た
。

す
。

二
十
年
前
は
、

川
は
も
っ
と
汚
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、

空

気

も

も

っ

と

ひ

ど

空
気
が
汚
さ
れ
、

し
ょ
う
か
。

私

達

が

出

し

た

生

活

雑

排

水

に

よ

っ

て

川

は

汚

れ

て

い

る

の

で

東
京
近
辺
の
川
を
見
る
と
大
変
汚
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
汚
れ
て
い
る
の
で

東
京
の
汚
染
が
徐
々
に
深
刻
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
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温
暖
化
し
た
場
合
に
ど
う
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

ロ
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

地
球
は
二
酸
化
炭
素
に
よ
っ

て

温

暖

化

し

て

い

る

と

い

う

懸

念

も

規
模
で
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
懸
念
が
、

今
日
、

世
界
規
模
で
、

ア
ジ
ア

で
す
。

あ
る
い
は
、

そ

れ

以

上

の

殷

地

に

お

け

る

砂

漠

化

が

進

ん

で

い

る

と

国
の
広
さ
以
上
の
面
積
が
、

毎
年
、

毎
年
、

砂

漠

化

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

い
は
六
万
平
方
キ
ロ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
い
か
え
る
と
、

九

州

と

四

現
在
、

毎
年
完
全
に
砂
漠
化
し
て
い
る
面
積
は
、

あ
る

高
ま
っ

て
い
ま
す
。

に
加
え
多
く
の
耕
作
地
域
、

農

業

地

域

に

お

い

て

も

砂

漠

化

の

懸

念

が

年

々

現
在
地
球
の
四
分
の

一
は
砂
淡
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ

う

い

う

砂

漠

ん
で
い
ま
す
。

邪
魔
に
な
る
と
し
て
み
な
伐
採
し
て
い
る
の
で
す
。

そ

の

た

め

砂

漠

化

が

進

こ、
~
 

東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、

マ
ン
グ
ロ
ウ
プ
と
い
う
木
を
工
ビ
採
取
の

そ
れ
自
体
は
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

べ
て
い
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
と
れ
る
エ
ビ
を
輸
入
す
る
の
で
す
か
ら
、

億、 と
れ
る
エ
ビ
の
三
分
の

そ
の
う
ち
で

一
は
日
本
人
が
食
べ
て
い
ま
す
。

世

界

人

口

は

五

十

ま
た
、

私
達
日
本
人
は
、

た
く
さ
ん
の
植
物
も
あ
る
わ
け
で
す
。

地
球
規
模
で
考
え
る
と
、

熱

帯

林

が

ど

ん

ど

た
く
さ
ん
エ
ビ
を
食
ぺ
ま
す
。

一
億
二
千
万
の
日
本
人
が
世
界
の
三
分
の

と
こ
ろ
が
、

の
エ
ビ
を
食

こ
の
エ
ビ
を
と
る
た
め

五
万
平
方
キ
ロ
、

今
、

世
界
中
で

し
な
い
の
で
す
。

な
く
な
っ

て
い
く
だ
け
で
す
。

半
分
く
ら
い
の
熱
帯
雨
林
が
毎
年
、

毎
年
な
く
な
っ

。
＜
 

‘. 

て
＞

ロ
と
い
う
非
常
に
広
い
分
野
に
お
け
る
伐
採
で
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の

日
本
の
国
土
の

そ
し
て
再
生

こ

れ

ら

の

熱

帯

林

の

な

く

な

る

の

は

十

一

万

方

キ

ん
切
ら
れ
て
い
く
と
、

こ
れ
ら
の
種
は
ど
ご
ど
ん
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

昆
虫
も
い
ま
す
。

こ
の
熱
帯
雨
林
の
中
に
は
、

た
く
さ
ん
の
小
烏
も
い
ま
す
。
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る
場
合
に
も
と
、

非
常
に
使
う
用
途
は
広
い
の
で
す
。

使
う
と
い
う
よ
う
に
、

非
常
に
大
事
な
物
質
で
す
。

ま
た
、

I

C
を

洗

浄

す

い
ま
す
。

洗
濯
に
も
使
っ

て
い
る
、

あ
る
い
は
女
性
の
髪
の
ス
。
フ
レ
ー
に
も

ロ
バ
コ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ

う

い

う

発

泡

剤

に

も

フ

ロ

ン

ガ

ス

を

使

っ

て

こ
‘t
 
魚
な
ど
を
運
ぶ
場
合
に
、

腐

ら

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

の

断

熱

用

の

ト

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

部

屋

の

冷

房

も

フ

ロ

ン

ガ

ス

を

使

っ

て
い
ま
す
。

ま

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

た

と

え

ば

冷

蔵

庫

は

フ

ロ

ン

ガ

ス

に

よ

っ

て
冷
や

な
い
し
、

健
康
を
害
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し

か

も

私

逹

の

生

活

に

は

広

ロ
ン
ガ
ス
は
、

こ
の
大
気
の
中
に
あ
る
間
は
、

色
も
な
い
し
、

に
お
い
も
し

ぐ

ら

い

の

規

模

の

た

く

さ

ん

の

フ

ロ

ン

ガ

ス

を

生

産

し

て

い

ま

す

。

こ
の
フ

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
世
界
で
は
、

百
万
ト
ン

う
も
原
因
じ
ゃ
な
い
か
、

フ

ロ

ン

ガ

ス

が

こ

の

オ

ゾ

ン

層

を

破

壊

し

て

い

る

な
ぜ
、

オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ

れ

は

フ

ロ

ン

ガ

ス

が

ど

で
す
。

こ
の
オ
ゾ
ン
層
が
、

砕

け

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

懸

念

が

表

明

さ

れ

て

い

ま

す

。

最
近
で
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

ソ
層
と
い
う
層
が
あ
っ

て、

私

達

地

球

の

生

物

を

太

陽

か

ら

守

っ

て
い
る
の

行
く
と
、

対

流

圏

と

正

層

圏

の

境

に

な

っ

て
い
ま
す
。

そ
の
境
に
は
、

オ
ゾ

う
な
る
と
、

カ
国
に
よ
っ

て

フ

ロ

ソ

規

制

を

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

問

題

が

お

ち
ょ
う
ど
こ
の
東
京
で
言
う
と
、

だ

い

た

い

上

空

へ

二

十

五

キ

ロ

く

ら

い

き
て
い
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、

心
配
な
の
は
、

最
近
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
、

加

盟

三

十

下
に
な
っ

て
し
ま
う
懇
念
が
あ
る
わ
け
で
す
。

海

抜

メ
ー
ト
ル
四
十
セ
ン
チ
以
下
の
と
こ
ろ
は
、

み

な

海

面

て、

海

水

が

一

メ

ー

ト

ル

四

十

セ

ン

チ

も

上

昇

す

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

そ

者
が
い
ま
す
。

仮
り
に
、

四
•
五
度
温
度
が
上
が
る
と
、

北

極

の

氷

は

溶

け

ら
、
こ
れ
以
上
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

四
•
五
度
く
ら
い
胤
度
が
上
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
懸
念
を
表
明
し
た
学

二

0
三

0
年
に
は

•
五
度
か
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め

に

全

世

界

で

協

力

し

あ

っ

て
生
産
を
規
制
す
る
、

付

い

た

時

に

は

も

う

と

り

か

え

し

が

つ

き

ま

せ

ん

。

ま
た
、

早
め
に
、

は
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
破
壊
に
な
る
。

い
や
、

そ
れ
以
上
の
破
壊
に
な
る
。

気

ま
ま
ほ
う
っ
て
お
い
た
ら
、

現
在
数
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
破
壊
が
、

今

世

紀

末

に

生

産

規

制

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

じ

ゃ

な

い

か

。

さ
も
な
い
と
、

こ
の

い
う
懸
念
に
対
し
て
は
、

や
は
り
原
因
と
な
る
と
こ
ろ
の
、

ジ
ア
は
当
然
の
こ
と
、

地

球

全

部

を

守

っ

て

い

る

こ

の

層

が

破

壊

さ

れ

る

と

今
、

オ
ゾ
ン
層
と
い
う
、

ア

ろ
う
か
、

で
は
、

て
き
ま
し
た
が
｀

今

逆

に

多

く

の

も

の

を

失

い

つ

つ

あ

る

の

じ

ゃ

な

い

か

と

い

う

懸

念

が

今

日

私
達
が
ア
ジ
ア
の
問
題
、

意
味
で
、

う
一
度
考
え
な
お
す
。

三

十

億

の

人

口

を

抱

え

た

ア

ジ

ア

の

問

題

を

真

剣

に

考

え

る

時

は

今

を

お

い

て

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

私

逹

人

類

が

い

つ

ま

で

も

生

き

の

び

て

い

く

た

め

に

は

ど

う

す

べ

き

か

を

も

私

逹

は

こ

こ

で

ど

う

い

う

ふ

う

に

し

て

食

い

止

め

た

ら

い

い

の

だ

こ

の

懸

念

を

ひ

と

つ

ひ

と

つ

ど

う

い

う

ふ

う

に

し

て

解

決

し

て

い

っ

た

ら

い

い

の

だ

ろ

う

か

と

い

う

問

題

に

直

面

す

る

わ

け

で

す

。

フ

ロ

ン

ガ

ス

の

問

題

を

申

し

上

げ

ま

し

た

。

フ

ロ

ン

ガ

ス

の

少

し

で

も

早

使

う

こ

と

も

規

制

し

て

い

く

と

い

う

こ

と

が

す

ぐ

に

試

み

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

す

。

て
い
る
の
で
す
。

非

常

に

大

事

な

時

が

来

て

い

る

と

、

私

は

痛

感

を

し

今

日

お

集

ま

り

の

皆

さ

ん

方

が

本

当

に

こ

の

地

球

環

境

に

つ

い

て

、

そ

う

い

う

ほ

ど

高

ま

っ

て

い

る

時

期

は

な

い

と

思

い

ま

す

。

私

達

人

間

が

作

り

出

し

た

も

の

に

よ

っ

て

、

私

達

人

間

が

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
、

い

ろ

ん

な

も

の

を

発

明

し

人
類
は
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

大

事

な

オ

ゾ

ン

層

を

破

壊

す

る

と

い

う

こ

と

な

の

で

す

。

こ
の
よ
う
な
大
事
な
物
質
で
も
、

そ
し
て
成
層
圏
ま
で
出
る
と
、

当
た
る
と
分
解
し
て
し
ま
う
。

自
然
の
恩
恵
を
受
け
、

＜ ゚し
か
し
、

分
解
す
る
と
、

ま

た

生

活

を

よ

り

地

球

の

生

物

に

と

っ

て

最

も

太
陽
の
紫
外
線
に
当
た
り
、

紫

外

線

に

だ

ん

だ

ん

と

大

気

へ

出

て

い
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か
で
き
る
力
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
国
民
で
あ
る
と
、

の
国
の
こ
と
に
な
る
と
、

少
し
も
関
心
を
示
さ
な
い
。

よ

そ

の

国

に

対

し

何

ミ
リ
ー
は
常
に
き
れ
い
好
き
で
す
。

し

か

し

そ

の

日

本

人

が

地

球

全

体

や

他

ま
す
。

こ
‘． 

う
よ
う

ヽ

そ

う

し

ま
た
、

家
へ
上
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。

必
ず
靴
を
脱
い
で
、

は
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
い
る
。

日
本
人
は
外
を
歩
い
て
、

日
本
人
と
い
う
の
は
、

一
人
ひ
と
り
は
き
れ
い
好
き
だ
と
。

ヽ

らノ

、上

々
力 私
は
最
近
、

多
く
の
外
国
の
人
に
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
方

と
思
い
ま
す
。

十
七
番
目
で
す
。

で
最
初
の
国
で
あ
り
ま
す
。

と
い
う
ふ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
る
。

そ
の
た
め
、

そ
う
し
て
、

よ
り
多
く
、

わ
が
国
は
、

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

経

済

的

に

非

常

に

大

き

な

国

に

な

っ

て

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

う
い
う
対
応
措
置
を
地
球
規
模
で
、

世

界

中

の

国

々

が

共

に

一
緒
に
な
っ

の
国
で
で
き
な
い
こ
と
は
他
の
国
も
一
緒
に
な
っ

て、

て

-19 -

こ

そ
し
て
み
ん
な
で
地
球
を
守
る

世

界

中

の

国

々

が

環

境

の

み
ん
な
が
情
報
を
集
め
あ
っ

こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
一
人
ひ
と
り
、

て、

そ
れ
を
や
る
と
。

世

界

の

こ

と

を

考

え

る

必

要

が

あ

る

自

分

の

住

居

そ
の
ま
ま
靴
で

そ

し

て

家

へ

上

が

り

ひ
と
つ
の
フ
ァ

そ

私
の
国
で
は
こ
う
い
う
変
化
が
起
き
ま
し
た
と
、

の
国
々
が
み
な
協
力
し
あ
い
、

私
の
国
で
は
こ
う
い
う
危
険
が
出
ま
し
た
、

を
常
に
監
視
す
る
、

世
界

大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何

か

心

配

事

が

起

き

な

い

か

と

い

う

こ

と

そ
う
い
う
意
味
か
ら
言
う
と
、

私

は

地

球

規

模

の

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

が

一
番

i
‘
 

~
一

々

わ
が
国
と
一
緒
に
な
っ

て
規
制
し
、

今
後
、

多

く

の

フ

ロ

ン

ガ

ス

を

作

っ

て

い

る

国

規
制
の
実
行
に
関
し
て
は
、

わ

が

国

は

世

界

に
な
り
ま
し
た
。

わ

が

国

が

フ

ロ

ン

ガ

ス

規

制

の

会

議

に

加

盟

を

し

た

の

は

現
在
、

世

界

の

三

十

力

国

が

フ

ロ

ン

ガ

ス

の

規

制

を

や

ろ

う

と

い

う

こ

と



ア
ジ
ア
全
体
で
、

ど
の
国
も
一
緒
に
な
っ

て
協
力
し
あ
っ

て
環
境
を
守
る

ず
に
も
う
一
度
使
い
な
お
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

私
達
が
今
使
っ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
も
の
を
、

捨
て

に
た
い
す
る
表
彰
で
し
た
。

私
達
の
国
で
、

い
ま
い
ち
ば
ん
反
省
し
な
け
れ

環
境
週
間
の
時
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
す
。

紙

を

再

生

産

す

る

技

術

の

開

発

な
い
の
で
す
。

最
近
、

非
常
に
う
れ
し
い

ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
の
富
を
無
造
作
に
使
っ

て
し
ま
っ

て
は
な
ら

人
類
は
自
然
の
恵
み
の
中
に
お
い
て
、

自
然
を
適
度
に
利
用
し
て
、

そ
し

て
は
、

私
達
の
先
祖
に
も
申
し
わ
け
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

え、

一
度
も
と
に
戻
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ

だ
か
ら
、

そ
れ
は
や
は
り
良
く
な
い
こ
と
で
あ
り
、

て
い
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

し、

っ

て
い
る
ん
だ
と
、

し

か

も

再

生

も

し

な

い

ん

だ

ぞ

と

い

う

こ

と

を

考

え

達
の
日
常
生
活
を
便
利
に
す
る
た
め
に
、

い
る
と
い
う
こ
と
を
誰
一
人
思
っ

地
球
環
境
が
も
う

て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
今
日
ま
で
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

世

界

中

の

熱

帯

雨

林

が

消

滅

し

て

世

界

中

の

こ

と

を

考

人

口

が

増

え

た

ら

増

え

た

だ

け

の

知

恵

を

働

か

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の 私

て
て
し
ま
っ

て
い
る
。

そ
の
中
で
、

東

南

ア

ジ

ア

の

熱

帯

雨

林

は

消

滅

し

て

今
日
、

私
逹
は
新
聞
を
読
み
、

そ
し
て
雑
誌
を
読
み
、

私
は
最
近
‘

読

ん

だ

ら

す

ぐ

捨

夜
、

そ
う
い
う
思
い
を
い
た
す
の
で
あ
り
ま
す
。

宗
教
が
な
い
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

日

何
が
欠
陥
な
ん
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
教
育
が
悪
い
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
に

そ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
、

私
は
常
に
皆
さ
ん
方
に
話
し
て
い
ま
す
。

の
こ
と
は
き
れ
い
に
す
る
が
、

よ
そ
の
国
の
こ
と
は
か
ま
い
た
が
ら
な
い
。

い
て
講
演
す
る
場
合
、

い
つ
も
最
近
は
言
っ

て
お
り
ま
す
。

日

本

人

は

自

分

私
は
非
常
に
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
、

私
は
日
本
に
お
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ま
で
、
今
、

人

口

の

増

加

率

が

・
O
 %
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、

お

ア
ジ
ア
に
は
、

二
十
九
の
国
が
あ
り
ま
す
。

そ

の

う

ち

の

三

十

力

国

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
か
ら
、

各
国
が
協
力
し
あ
っ

て、

そ

う

い

う

組

織

を

作

る

こ

と

で

は

さ
ら
に
、

一
番
大
事
な
こ
と
は
、

こ
の
地
球
規
模
に
お
い
て
、

少

く

と

も

を

組

み

入

れ

て

い

く

と

い

う

こ

と

が

よ

り

大

事

だ

と

思

い

ま

す

。

ら
私
達
が
海
外
援
助
す
る
場
合
に
は
、

環

境

破

壊

を

し

な

い

よ

う

な

仕

組

み

こ
れ
か

こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
、

私

達

日

本

が

か

つ

て

経

験

し

た

よ

う

な

産

業

公

害

に

必

ず

み

ま

わ

れ

る

で
い
る
と
し
て
も
、

そ
れ
を
急
ぐ
あ
ま
り
、

そ

う

い

う

産

業

公

害

を

私

達

は

す

で

に

経

験

し

た

の

で

す

か

ら

、

そ

れ

だ

け

を

目

的

に

し

て

い

る

み
ん
な
が
経
済
発
展
に
役
立
つ
こ
と
を
希
望
し
、

よ

り

高

い

生

活

を

望

ん

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

う
に
し
な
い
と
、

せ
っ
か
く
援
助
し
て
も
、

そ

の

金

は

長

い

目

で

見

る

と

死

と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

環

境

を

破

壊

す

る

よ

う

な

使

い

方

の

な

い

よ

五
百
億
ド
ル
と
い
う
金
額
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

金

額

だ

け

で

い

い

私
達
の
国
で
は
、

途

上

国

に

対

す

る

援

助

を

行

っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
、

る
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

ま
た
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ

て、

ア

ジ

ア

全

体

が

共

に

生

き

る

こ

と

が

で

き

ま
す
。

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

我

々

が

ま

ず

配

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

使

い

過

ぎ

て

死

滅

さ

せ

る

よ

う

な

こ

と

は

お

ご

り

で

あ

り

ま

す

。

‘
 

そ
う
＂

＜ ゚

こ
れ
が
持
続
的
な
使
い
方
で
あ
り
ま
す
。

富
は
か
っ

て
に
生
ま
れ
て
は
き
ま
せ
ん
。

再
生
で
き
る
程
度
に
使
っ

使
っ
た
ら
み
な
捨
て
て
し
ま
う
。

し
ょ
う
か
。

た
め
に
、

こ
れ
は
お
ご
り
で
あ
り
ま
す
。

て
し、

日

本

人

が

ま

す

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

そ

れ

で

は

な

い

で
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の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
方
、

い
て
、

日

本

は

ま

ず

ア

ジ

ア

に

つ

い

て

責

任

を

持

つ

と

い

う

ア

ジ

ア

の

環

境

に

つ

い

て

考

え

な

お

す

べ

き

時

が

来

て

い

る

と

思

う

今
こ
そ
、

私
達
人
類
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

も
う
一
度
地
球
環
境
に
つ

題
が
初
め
て
テ
ー
マ
に
上
が
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

受
け
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
、

ト
ロ
ン
ト
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、

環

境

問

お
い
て
環
境
問
題
に
関
す
る
基
調
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

私

は

深

い

感

銘

を

さ
る
五
月
、

か
つ
て
の
私
の
恩
師
福
田
赳
夫
先
生
が
、

O

B
サ
ミ
ッ
ト
に

国
政
府
は
大
き
な
決
意
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
す
。

る
た
め
に
は
こ
の
地
球
環
境
を
破
壊
し
て
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
を
、

我
が

あ
る
と
い
う
言
葉
が

一
行
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

経
済
発
展
を
続
け

国
の
経
済
発
展
は
、

地

球

環

境

が

健

全

で

あ

る

こ

と

に

お

い

て

の

み

可

能

で

地
球
環
境
が
健
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
条
件
に
可
能
で
あ
る
』

と
。

我
が

こ
に
初
め
て
次
の

一
行
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

『
我
が
国
の
経
済
発
展
は
、

さ
ら
に
そ
の

一
週
間
後
、

新
経
済
五
カ
年
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ

覚
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
。

深
く
な
り
、

そ
し
て
、

我

が

国

の

責

務

は

そ

れ

だ

と

い

う

こ

と

を

み

な

が

自

我

が

国

も

環

境

に

つ

い

て

注

意

こ
の
環
境
白
書
の
、

て
で
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

地
球
環
境
規
模
に
つ
い

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
る
四
月
二
十
日
に
、

我
が
国
で
は
環
境
白
書
が
政
府
決
定
を
経
て
、

国

全
て
の
経
済
生
活
に
、

環
境
問
題
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
類
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

私
達
の

思
い
ま
す
。

る
気
持
ち
で
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

人

類

は

破

滅

に

向

か

っ

て

い

く

と

い
く
た
め
に
は
、

私
達
が
環
境
に
対
し
、

よ

り

大

切

に

す

そ
ろ
し
い
人
口
増
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ

れ

ら

の

増

加

す

る

人

口

を

支

え

て

よ
り
注
意
深
く
、
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
の
講
演
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

非
常
に
簡
単
な
話
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ま
せ
ん
か
。

え
な
お
し
て
、

さ
ら
に
私
達
の
こ
の
ア
ジ
ア
を
、

私
は
思
い
を
込
め
て
、

今

立

派

に

守

ろ

う

で

は

あ

り

ど
う
か
今
日
の
こ
の
日
、

ア
ジ
ア
人
口
三
十
億
人
の
日
に
、

合
し
た
経
済
発
展
を
す
る
理
想
の
国
を
作
り
出
す
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

も

う

一

度

考

に
そ
う
い
う
国
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

私
は
今
こ
そ
、

ア

ジ

ア

か

ら

環

境

と

融

を
返
せ
な
い
国
々
が
世
界
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

ア
ジ
ア
で
は
幸
い

現
在
発
展
途
上
国
は
、

借
款
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

決
意
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

借

り

た

お

金
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ア
ジ
ア
の
定
義
に
は
、

ら
イ
ス
ラ
エ
ル
、

キ
プ
ロ
ス
、

ト
ル
コ
ま
で
、

全
部
含
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
人
口
は
三
十
億
に
達
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア

ジ

ア

の

人

口

扶

養

国
連
の
分
類
を
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
か

つ

い

て

確

定

し

て

い

る

も

の

は

何

か

を

調

べ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

力
を
考
え
る
に
は
ま
ず
、

ア
ジ
ア
の
定
義
を
考
え
、

そ

し

て

人

口

の

数

字

に

さ
て
、

今
日
は
、

大
変
重
要
な
日
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
、

ア
ジ
ア

そ
う
で
す
。
先
に
お
わ
び
し
て
お
き
ま
す
。

字
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

私

の

講

演

は

退

屈

な

も

の

に

な

り

く
さ
ん
の
統
計
、

ま

た

は

数

う
れ
し
く
思
い
ま
す
が
、

た

様

方

に

お

話

で

き

る

こ

と

を

ゲイル・ D ・ネス教授

重

要

な

テ

ー

マ

に

つ

い

て

皆

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
変

た
だ
き
、

大

変

う

れ

し

く

思

今
日
、

講

演

の

機

会

を

い

い
ま
す
。

ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授

御

紹

介

あ

り

が

と

う

ご

ざ

数
字
の
持
つ
大
き
な

意
味
と
関
心
を

ゲ
イ
ル
・

D
・
ネ
ス
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口
の
増
加
率
に
つ
い
て
も
、

ま
た
、

そ

の

意

味

に

つ

い

て

も

お

わ

か

り

い

た

ご
と
に
分
け
た
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

内

成

を

お

話

し

た

ほ

う

が

人

こ
れ
か
ら
、

私

は

ア

ジ

ア

を

と

き

に

は

地

域

十
六
人
、

そ
し
て
西
ア
ジ
ア
は
わ
ず
か
二
十
五
人
で
す
。

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
百
六
人
、

東
南
ア
ジ
ア
八
十
九
人
、

つ
の
国
と
し
て
お
話
し
、

南

ア

ジ

ア

百

五

ま
た
、

ア
ジ
ア
の
中
で
も
非
常
に
差
が
あ
り
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
は

一
平
方

け
で
す
。

に
少
な
く
十
八
人
。

北
米
十
二
人
。

ア

ジ

ア

の

ほ

う

が

人

口

密

度

が

高

い

わ

パ
は
百
一
人
。

し
か
し
、

フ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
二
十
人
、

ア

フ

リ

カ

は

さ

ら

倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ

ま
す
。

し
か
し
、

ア
ジ
ア
で
は
人
口
密
度
は
百
二
人
で
す
。

世
界
平
均
で
は
、

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
―
―
―
十
六
人
が
住
ん
で
い

と
に
よ
り
、

か
と
い
う
こ
と
を
人
口
扶
能
力
と
い
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、

ど

れ

だ

け

の

人

口

を

支

え

う

る

地

域

の

人

口

密

度

を

見

る

こ

人
口
扶
養
力
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世

界

平

均

の

三

の
人
口
扶
終
力
も
違
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
、

社
会
経
済
的
な
状
態
が
違
い
、

ま
た
そ

ロ
ス
や
ト
ル
コ
も
入
っ

て
き
ま
す
。

西
ア
ジ
ア
は
、

い
わ
ゆ
る
中
東
と
言
わ
れ
る
諸
国
で
、

そ
の
中
に
は
キ
。
フ

タ
ン
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、

イ
ラ
ン
が
入
り
ま
す
。

あ
り
、

゜

ヽ

レ

ヽ

ネ

ノ

ー

J

ブ
ー
タ
ン
、

モ
ル
ジ
ブ
、

南
ア
ジ
ア
は
、

イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
、

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

が

三

大

国

で

含
ま
れ
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス

東
南
ア
ジ
ア
に
は
ベ
ト
ナ
ム
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
、

そ

れ

か

ら

ビ

ル

マ

ま

で

が

香
港
、

本
が
最
大
の
国
で
、

マ
カ
オ
が
入
り
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
、

大
韓
民
国
、

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、

認
識
に
も
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
は
中
国
、

ま
た
、

ア
ジ
ア
は
四
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

日

こ
れ
は
皆
様
方
の
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チ

ャ

レ

ン

ジ

は

大

き

な

も

の

で

し

ょ

う

。

と
い
う
の
は
、

出
来
る
わ
け
で
す
。

現
在
―
二
十
億
人

年
の
間
に
、

私
共
は
、

我

々

が

次

世

代

に

残

す

世

界

を

じ

か

に

見

る

こ

と

が

口

は

将

来

に

対

す

る

大

き

な

チ

ャ

レ

ソ

ジ

で

あ

り

、

り
ま
す
が
、

ア

ジ

ア

の

三

十

億

の

人

あ

と

十

五

年

か

ら

四

十

う

数

字

は

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

そ

れ

ら

は

重

要

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

で

す

。

そ
し
て
、

―
―
十
億
と
い

扶
脆
能
力
に
つ
い
て
お
話
す
る
場
合
、

た

く

さ

ん

の

統

計

数

字

が

出

て

ま

い

表 1 1984年およぴ1988年に行われた

19 85年国連人口推計

198岬人口推計
1計と984比19年較88推年計推地 域

1984 1988 

世 界 4, 836, 645 4, 825, 689 -0. 3% 

アジア 2, 818, 214 2, 833. 142 + 0. 5 % 
東アジア 1,319,248' 1,249,474 -5.0% 

東南アジア 399,474 399,626 

゜南アジア 1,055,892 1,070,282 + 1.496 

西アジア 112,940 113,913 + 1.0形

ア
ジ
ア
の
三
十
億
人
、

そ
し
て

な
い
と
思
い
ま
す
。

も

精

度

を

要

求

さ

れ

る

も

の

で

は

け
入
れ
た
ら
い
い
わ
け
で
、

な

に

数

字

の

も

つ

大

き

な

意

味

さ

え

受

い
う
こ
と
で
す
。

や
は
り
、

そ
の

ま

り

関

心

を

払

う

必

要

は

な

い

と

字
や
、

小

さ

な

差

異

に

つ

い

て

あ

か
る
こ
と
は
、

や

は

り

特

定

の

数

(L 000人）

し
か
し
、

こ

の

表

か

ら

見

て

わ

お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

う

と

数

字

が

違

う

と

い

う

こ

と

が

年

が

違

八
八
年
の
評
価
に
基
づ
き
、

が
違
っ

て
く
る
の
で
す
。

一
九
八
四
年
の
評
価
と
、

八

五

年

の

人

口

推

計

が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

表

ー

に

は

二

つ

の

評

価

が

比

較

し

て

あ

り

ま

す

。

推
計
、

そ

し

て

将

来

予

測

を

行

っ

て
い
ま
す
が
、

評

価

を

す

る

た

め

に

数

字

と
い
う
数
字
も
あ
く
ま
で
も
推
計
で
す
。

国

連

は

こ

れ

ま

で

も

現

在

人

口

の

あ
る
か
、

将

来

の

予

測

に

つ

い

て

は

確

た

る

数

字

は

あ

り

ま

せ

ん

。

し
か
し
、

ま
ず
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、

だ
き
や
す
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

三

十

億

ア

ジ

ア

の

人

口

が

い

く

ら

で
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絶
対
数
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
が
、

し
か
し
、

二
億
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
増
加
率
は

．
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
、

増

加

率

は

だ

ん

だ

ん

下

二

0
1
―
五
年
に
は
、

八
十

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ル
ギ
ー
の
消
費
量
な
ど
に
分
け
て
お
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

っ
た
ん
過
去
を
振
り
返
り
、

さ
れ
た
か
ら
で
す
。

ー
セ
ン
ト
で
増
加
し
、

え
続
け
、

紀
元
―

1
0
0
0
年
に
は
六
十
二
億
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て

年
、

五
十
億
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

年

率

•
六
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
で
増

六
五
年
に
は
四
十
八
億
に
な
り
ま
し
た
。

そ

し

て

昨

世
界
の
総
人
口
は

年

率

し
。
ヽ

4
ノ

ノ

• 

今
後
数
年
間
ど
の
よ
う
な
増
加
を
示
す
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

で
は
、

表

2
に
よ
り
、

四

十

五

億

人

ま

で

増

え

る

で

あ

ろ

う

す
な
わ
ち
、

農
業
の
生
産
高
も
、

ア
ジ
ア
の
人
口
の
内
訳
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

一
九
五

0
年
で
二
十
五
億
人
で
し
た
。

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

け
で
は
な
く
、

私

達

は

非

常

に

大

き

な

業

績

を

も

た

ら

し

た

の

だ

と

い

う

こ

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
と
き
に
、

私

共

は

チ

ャ

レ

ン

ジ

だ

か
ら
人
口
が
増
え
た
わ
け
で
、

教
育
も
、

る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

死

亡

率

が

低

下

し

た

屈

用

も

促

進

ア
ジ
ア
の
人
口
三
十
億
と
い
う
数
字
は
、

我
々
に
と
っ

て
は
勝
利
で
も
あ

い
ま
す
。

そ

し

て

将

来

を

展

望

す

る

こ

と

が

大

事

だ

と

思

し
か
し
、

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
た
め
に
、

や
は
り
い

例
え
ば
出
生
力
、

食
糧
、

農
業
、

雇
用
、

教
育
、

人
口
の
高
齢
化
、

エ
ネ

で
は
、

こ
の
変
化
の
も
つ
大
き
な
意
味
を
お
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
三
十
億
は
勝
利
の
数
字

人
口
が
増
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

五
年
ま
で
に
は
ま
だ
三
十
七
年
あ
り
ま
す
が
、

ア
ジ
ア
で
は
三
十
五
億
人
に

で
も
、

今
世
紀
の
終
り
に
は
、

さ
ら
に
五
億
人
増
え
る
で
し
ょ
う
。

―1
0
1

―
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さ
ら
に
低
く
な
り
、

日
本
を
人
れ
て
も
、

率
は
―
-
．

二

0
二

五

年

ま

で

に

年

率

0
．
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

増

加

率

が

鈍

化

し

て

い

ま

す

。

東

ア

ジ

ア

の

増

加

率

は

一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

し
か
し
、

東

ア

ジ

ア

の

人

口

増

加

率

は

、

ー

セ

ン

ト

で

増

加

し

た

の

で

す

。

日

本

を

東

ア

ジ

ア

か

ら

は

ず

す

と

、

増

加

一
九
五

0
年
、

十
八
万
人
、

―
―
千
人
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
五

0
年
か
ら
八
五
年
の
間
に
、

年
率
ニ
パ

東
南
ア
ジ
ア
は
約
十
八
万
―
―
千
人
、

西

ア

ジ

ア

は

わ

ず

か

四

万

東

ア

ジ

ア

の

人

口

は

七

十

万

人

で

し

た

。

南

ア

ジ

ア

は

四

味
し
て
い
ま
す
。

ょ
う
か
。

こ
れ
は
や
は
り
、

人

口

の

地

域

分

布

が

異

な

る

と

い

う

こ

と

を

意

五
年
ま
で
の
数
字
で
あ
り
、

ら
れ
て
お
り
、

増

加

率

が

ず

い

ぶ

ん

地

域

に

よ

っ

て
違
っ

て

い

る

こ

と

に

お

気

づ

き

で

し

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

二

0
二

五

年

の

総

人

口

は

四

十

五

億

人

に

な

る

で

あ

ろ

う

と

に
な
り
ま
す
。

最

終

的

に

は

一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

こ
れ
が
さ
ら
に
低
下
し
、

•
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト

表 2

年

か

ら

八

れ

は

五

〇

1950-2025、世界およびアジアの人口

(100ガ）

年 次
地 域

1950 lffi5 2000 2025 

世 界 2, 516 4, 836 6, 122 8, 206 

アジア 1. 376 2, 818 3, 549 4, 535 
東アジア 704 1,319 1,564 1,836 

東南アジア 182 340 520 688 

南アジア 480 1,056 1,387 1,855 

西アジア 42 113 168 27 l 

年平均増加率(%)

世 界 1. 9 1. 6 1. 2 

アジア 2. I 1. 5 0. 9 
東アジア 1.8 1.1 0.6 

東南アジア 2. 3 1.8 1. 2 

南アジア 2. 8 2. 7 1.9 

西アジア 2, 3 1.8 1. 2 

で
す
。

こ

ー

セ

ン

ト

~ 
ノゞ＇

増

加

率

は

全

体

的

な

ア
ジ
ア
の

思
い
ま
す
。

に

な

る

と

お

気

づ

き

る

こ

と

に

が

っ

て
し、
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や
は
り
、

人
口
転
換
と
い
う
こ
と
、

次

に

出

生

力

の

低

下

に

つ

い

て

お

話

を

い

た

し

ま

す

。

逃
が
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

特
に
、

乳

児

死

亡

率

が

下

が

っ

た

と

い

う

こ

と

を

見

'
）
ヽ

す
カ
の
急
増
、

そ

し

て

そ

れ

が

三

十

億

と

い

う

数

字

に

な

っ

て
き
て
い
る
わ
け
で

が
お
さ
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

大
事
な
こ
と
は
、

ろ
ん
、

国
の
間
で
も
差
異
が
あ
り
ま
す
し
、

同
じ
。
ハ
タ
ー
ン
に
す
ぺ
て
の
国

が
束
南
ア
ジ
ア
、

そ
れ
か
ら
南
、

西
ア
ジ
ア
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

も
ち

死
亡
率
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
番
低
い
死
亡
率
が
東
ア
ジ
ア
、

次

っ
て
い
ま
す
。

低
下
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

千

人

あ

た

り

十

人

程

度

の

低

い

死

亡

率

に

な

率
が
下
が
り
始
め
ま
し
た
。

五

0
年

か

ら

七

0
年

の

間

に

死

亡

率

は

さ

ら

に

た
り
三
十
か
ら
三
十
五
人
の
死
亡
率
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
頃
か
ら
、

死
亡

千
人
あ

と
に
よ
り
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
も
、

南

ア

ジ

ア

で

は

出

生

率

が

抑

制

さ

れ

な

か

っ

た

と

い

う

事

実

に

よ

る

も

の

で

ア

ジ

ア

の

人

口

の

五

パ

ー

セ

ン

ト

が

西

ア

ジ

ア

の

人

口

と

い

う

こ

と

に

な

り

一
九
五

0
年
、

こ
れ
は
死
亡
率
の
低
下
に
よ
っ

ア
ジ
ア
の
人
口
の
死
亡
率
は
、

そ
れ
ま
で

ア
ジ
ア
の
人
口
の
急
成
長
は
御
存
知
の
よ
う
に
、

死
亡
率
が
下
が

の
数
百
年
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
な
わ
ち
‘

最

近

の

人

口

て

も

た

ら

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

を

忘

そ

し

て

出

生

率

を

死

亡

率

の

低

下

と

っ
た
こ

ま
す
。

す
。

西
ア
ジ
ア
は
年
率
―
―
パ
ー
セ
ン
ト
で
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

全

こ
れ
は
、

東
ア
ジ
ア
で
は
出
生
率
が
抑
制
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、

し
か
し

越
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
に
し
か
下
が
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

そ

の

人

口

は

東

ア

ジ

ア

の

全

人

口

を

卜゚

し
か
し
南
ア
ジ
ア
は
増
加
率
が
高
く
、

わ
ず
か

°
、
ー
セ
ン
ト
ま

ノ

.-― 

や
は
り
出
生
率
が
下
が
っ

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

て
き
て
お
り
、

セ
ン

°、
一
ノ
ー
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ま
た
、

農

業

の

部

門

に

対

す

る

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

も

あ

り

ま

す

。

コ
メ
に
目
を
向
け
る
と

さ

ら

に

集

団

的

な

そ

し

て

個

人

的

な

福

祉

を

向

上

さ

せ

る

こ

と

で

す

。

し
た
が
い
ま
し
て
、

現
在
の
問
題
は
、

ど、 を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

出

生

力

は

こ

れ

ま

で

の

先

進

国

の

歴

史

に

な

い

ほ

入
し
、

の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
非
常
に
良
く
管
埋
さ
れ
た
家
族
計
画
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
導

多

く

我
々
に
は
技
術
も
組
織
的
な
技
能
も
あ
り
、

ん
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

貧
し
い
婦
人
達
、

貧
し
い
子
供
達
が
世
界
の
開
発
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
い
ち
ば

の
生
命
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
か
ら
で
す
。

や

は

り

母

子

ま
、
~
一 政

策
を
と
っ
た
の
で
す
。

成
長
さ
せ
、

そ
し
て
国
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

済
的
な
成
長
、

つ
の
。
フ
ラ
ス
の
面
が
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
し
、

マ
ク
ロ
経
済
を

出

生

率

を

経

国
民
の
福
祉
が
向
上
す
る
こ
と
で
す
。

高

い

出

生

率

は

常

に

若

年

か

ら

高

年

ま

で

の

婦

人

が

頻

繁

に

妊

娠

を

す

避
妊
薬
の
利
用
を
高
め
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

低
く
お
さ
え
ら
れ
た
国
も
あ
る
の
で
す
。

き

ち

ん

と

し

た

家

族

計

画

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

で

き

る

状

態

に

い

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

出
生
力
を
低
下
さ
せ
、

そ

し

て

母

子

保

健

こ
れ
ら
の
技
術
と
技
能
を
使
っ
て
、

特
に
貧
し
い
農
村
の
婦
人
、

子
供
達
の
福
祉
が
向
上
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ

も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
す

な

わ

ち

経

済

を

発

展

さ

せ

る

こ

と

に

な

お

よ

び

国

家

の

家

族

計

画

に

よ

っ

て

低

下

さ

せ

る

こ

と

は

こ
の
出
生
抑
制
の
政
策
に
は
一
―
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

ち
、

ア
ジ
ア
が
国
家
の
政
策
と
し
て
、

世

界

で

初

め

て

出

生

抑

制

の

た

め

の

ア

ジ

ア

は

世

界

的

に

指

導

的

な

役

割

り

を

果

た

し

て

き

ま

し

た

。

当
な
進
歩
が
見
ら
れ
ま
す
。

合

わ

せ

る

と

い

う

こ

と

が

大

変

大

事

に

な

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

す
な
わ

こ
こ
で
も
相
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で
き
ま
す
。

ち
、

中

国

は

す

で

に

平

均

で

五

ト

ン

を

越

え

て

い

ま

す

。

東
南
ア
ジ

い
と
こ
ろ
で
は
、

ヘ

ク

タ

ー

ル

あ

た

り

五

か

ら

六

ト

ン

収

穫

す

る

こ

と

が

日
本
も
同
じ
革
命
を

一
世
紀
前
に
行
い
ま
し
た
。

命
を
起
こ
し
ま
し
た
。

最

も

米

の

生

産

高

が

高

高

収

鼠

の

米

が

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

わ

け

で

す

。

こ
れ
は
緑
の
革
命
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ

し
か
し
、

こ
の
百
年
の
間
に
、

ア

ジ

ア

の

農

家

は

米

の

生

産

に

関

す

る

革

ち

ヘ

ク

タ

ー

ル

あ

た

り

し
て
お
り
、

一
九
五

0
年
、

一
億
五
千
百
万
ト
ン
の
米
が
生
産
さ

•
五
ト
ン
の
収
穫
高
で
し
た
。

の
歴
史
を
通
じ
て
の
平
均
的
な
収
穫
高
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
、

ア
ジ
ア

れ
て
い
ま
し
た
。

水

田

の

面

積

は

九

万

二

千

ヘ

ク

タ

ー

ル

で

し

た

。

す
な
わ

全
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

し
か
し
、

過
去
を
眺
め
る
と
、

達

成

で

き

な

い

目

標

で

は

な

い

と

思

い

ま

す

。

味
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

全
体
的
に
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
、

五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
増
を
意

こ
れ
は
、

年

率

•
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
増
、

一
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
増
を
意
味

は
六
億
七
千
万
ト
ン
に
増
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
産
は
二

0
0
0
年
に
は
、

五
億
五
千
万
ト
ン
に
、

そ
し
て
二

0
二
五
年
に

こ
の
生
産
高
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

や
は
り
米
の

四
億
五
千
万
ト
ン
の
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐

藤

隆

先

生

が

非

常

に

厳

し

い

交

渉

を

ア

メ

リ

カ

と

な

さ

っ

た

ば

か

り

だ

と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
で
最
大
の
穀
物
で
あ
り
、

グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。

こ

の

ア

ジ

ア

の

中

で

一
人
あ
た
り
百
五
十
キ
ロ

ア
ジ
ア
は
三
十
億
の
人
口
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

る
た
め
に
も
大
変
大
事
な
穀
物
だ
と
思
い
ま
す
。

米
は
、

同

時

に

人

口

の

扶

脆

力

を

維

持

す

で
が
ア
ジ
ア
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
は
世
界
の
穀
倉
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。

世

界

の

米

の

九

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま

さ
て
、

米

は

ア

ジ

ア

で

一
番
大
事
な
穀
物
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
で
は
こ
こ
で
米
を
例
に
と
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
は
、

ア
ジ

先
日
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二

0
二
五
年

に

は

六

千

七

白

万

ト

ン

が

必

要

で

あ

ろ

う

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

は
二

0
0
0
年
ま
で
に
五
千
五
白
万
ト
ン
が
必
要
で
あ
ろ
う
、

例

え

ば

中

国

の

収

穫

高

を

維

持

す

る

た

め

に

必

要

な

肥

料

で

す

が

、

に

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

さ

ら

に

必

要

に

な

っ

て

く

る

と

思

い

ま

す

。

農

業

生

産

祁

農
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

こ
れ

か
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
経
済
的
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
だ
け
で
は
な
く
、

環

境

問

題

に

も

か

維
持
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
た
め

あ
た
り
六
百
キ
ロ
の
石
油
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ア
ジ
ア
の
人
口
を

六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、

一
千
ド
ル

先
進
国
に
お
い
て
は
、

石
油
消
費
量
は
さ
ら
に
高
く
、

八

二

年

に

す

で

に

え
て
い
ま
す
。

た
り
の
石
油
の
必
要
量
は
百
三
十
一

キ

ロ

か

ら

二

百

二

十

三

キ

ロ

に

ま

で

増

例
え
ば
、

一
九
七
―
―
年
か
ら
八
二
年
の
間
に
、

農

業

生

産

高

一

千

ド

ル

あ

も

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

消

費

が

必

要

に

な

っ

て
く
る
わ
け
で
す
。

要
量
は
過
去
十
年
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

食

量

の

生

産

を

増

大

す

る

た

め

に

供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
腿
業
に
お
い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必

そ
し
て
化
学
薬
品
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ

れ

は

こ

れ

で

大

き

な

問

題

を

提

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
肥
料
も
、

そ

の

た

め

に

は

政

府

の

き

ち

ん

と

し

た

農

業

政

策

が

必

要

だ

と

い

う

こ

と

は

農

業

転

換

が

今

後

共

に

継

続

す

れ

ば

可

能

に

な

る

で

し

ょ

う

。

も
ち
ろ
ん
、

ン
の
収
穫
高
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
可
能
性
の
あ
る
数
字
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
四
•
コ
一
ト
ン
、

お
よ
び
五

．
―
-
ト

う
こ
と
、

こ
ヽ

ま

t

二

0
二

五

年

ま

で

に

六

億

七

千

五

百

万

ト

ン

を

収

穫

す

る

ま
す
。

も

二

0
0
0
年

ま

で

に

五

億

五

千

万

ト

ン

を

収

穫

す

る

と

い

ヘ

ク

タ

ー

ル

あ

た

り

ニ

・

ニ

ト

ン

収

穫

で

き

る

よ

う

に

な

っ

し
た
が
っ

て、

ア
の
諸
国
も
一
ト
ン
か
ら
一
―
―
ト
ン
ま
で
い
っ

て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ド
で
さ
え

て
き
て
い
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て

い

な

か

っ

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

し
か
し
八
五
年
、

二
十
五
年
後
に
は
、

こ

ト

以

下

し

か

学

校

に

は

行

っ

表3

が
ヽ

た

ぶ

ん

五

0
。
ハ
ー
セ
ン

し

た

デ

ー

タ

は

あ

り

ま

せ

ん

逹
が
い
ま
し
た
。

キ

チ

ン

と

の

小

学

校

の

学

齢

期

の

子

供

年
、

ア

ジ

ア

に

は

五

百

万

人

い
る
わ
け
で
す
。

一
九
五
〇

低

下

の

影

響

が

端

的

に

出

て

こ

れ

は

人

口

増

加

と

出

生

率

の
数
字
が
出
て
い
ま
す
が
、

表

3
に
二

0
二

五

年

ま

で

に
あ
る
子
供
達
で
す
。

1950-2025年、アジアにおける 5-14歳人口

年 次
地 域

1950 1985 2000 2U25 

ア ジ ア
(100万） 303 642 671 667 
増加率囮 2. 2 0. 3 （一）

東アジア (100万） 136 255 222 218 
増加率％） 1.8 (-) (-) 

東南アジア (100万） 44 99 109 I 06 
増加率膨I 2. 3 0.6 H 

南ジ (100万） 113 259 299 291 
ア ア 増加率(%) 2.4 1.0 H 

西アジア (100万） 10 29 41 52 
増加率拗 3.1 2. 3 LO 

こ

れ

は

小

学

校

と

中

学

校

の

学

齢

期

し

か

し

最

近

の

数

字

か

ら

は

希

望

が

見

ら

れ

ま

す

。

口
三
十
億
と
い
う
こ
と
は
、

非

常

に

大

き

な

問

題

提

起

で

は

あ

り

ま

す

が

、

次
に
、

教

育

社

会

サ

ー

ピ

ス

に

つ

い

て

も

大

き

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

す

。

人

白
万
ト
ン
で
し
た
。

り
ま
す
が
、

希
望
が
見
ら
れ
る
教
育
問
題

五

歳

か

ら

十

四

歳

ま

で

の

子

供

達

。

ア

ジ

ア

で

は

ま

だ

始

ま

っ

て
は
お
り
ま
せ
ん
。

に
関
し
、

肥

料

の

影

響

を

キ

チ

ン

と

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

す
。

農

薬

が

流

れ

出

る

こ

と

に

よ

っ

て

魚

が

殺

さ

れ

て

し

ま

う

。

水

の

汚

染

え
ば
水
資
源
で
あ
る
川
、

湖
、

ま

た

沿

岸

に

対

す

る

汚

染

も

意

味

し

て

い

ま

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、

こ

れ

ら

の

肥

科

の

入

手

だ

け

で

は

な

く

、

米

を

増

産

す

る

た

め

に

は

、

ち
な
み
に
、

や

は

り

肥

料

が

も

っ

と

必

要

に

な

っ

全

ア

ジ

ア

で

使

用

さ

れ

た

八

三

年

の

肥

料

の

量

は

、

例

て
く
る

三

千

三
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減
ら
な
い
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
ア
ジ
ア
も
出
生
率
が
高
く
な
っ

て
き

は

一
パ
ー
セ
ソ
ト
と
考
え
ら
れ
、

絶

対

数

は

二

O
-
0
年

に

な

ら

な

け

れ

ば

南
ア
ジ
ア
の
出
生
率
の
低
下
は
あ
ま
り
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

増
加
率

こ
‘
f
 
絶
対
数
も
―

1
0
0
0
年
か
ら
は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

率
は
鈍
化
し
、

年
率

0
•

六
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、

ま

一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
今
後
十
年
間
、

増
加

東
南
ア
ジ
ア
の
学
齢
期
の
子
供
の
人
口
は
、

一
九
五

0
年
か
ら
年
率
―
―
•

九

0
年
か
ら
下
が
り
始
め
ま
す
。

一
九
五

0
年
か
ら
、

年
率

•
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
人
口
は
増
え
て
き
ま
し

響
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

対
数
も
一
九
九

0
年
ご
ろ
か
ら
減
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
け
れ
ど
も
、

東
ア
ジ
ア
は
出
生
率
が
下
が
っ

て
い
る
た
め
、

絶

ま
た
、

将
来
の
予
測
に
対
す
る
地
域
の
差
で
す
が
、

こ

れ

は

出

生

率

の

影

と
思
っ
て
い
ま
す
。

業
績
で
あ
り
、

ア

ジ

ア

の

政

府

に

対

し

て

拍

手

を

贈

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

校
に
入
っ

て
い
る
と
い
う
数
字
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
大
変
す
ば
ら
し
い

も
そ
う
と
う
進
展
が
見
ら
れ
て
お
り
、

学

齢

期

の

子

供

達

が

ほ

と

ん

ど

小

学

学
齢
期
の
子
供
達
の
半
分
ま
で
が
小
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。

西
ア
ジ
ア
で

ン
ト
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、

南
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
国
に
お
い
て
も
、

東
ア
ジ
ア
及
び
、

東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
で
小
学
校
の
入
学
率
は
百
。
ハ
ー
セ

け
で
、

人
学
率
も
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

五

0
年

か

ら

八

五

年

ま

で

に

学

齢

期

の

子

供

が

倍

に

な

っ

た

わ

れ
て
い
ま
す
。

す
。

二

0
0
0
年
以
降
は
、

は
年
率

0
•

三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ
と
十
年
は
推
移
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

学

齢

期

児

童

の

絶

対

数

が

減

る

こ

と

が

予

測

さ

出
生
力
が
ア
ジ
ア
で
は
低
下
し
て
い
る
た
め
、

率
は
年
率
―
-
．
-
―
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

の
数
は
倍
に
な
っ
て
お
り
、

学

齢

期

の

子

供

の

増

加

率

六
億
四
千
二
百
万
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、

増
加
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年

ま

で

は

年

率

•
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
、

さ
ら
に
二

0
0

0
か

ら

二

〇

増

加

率

は

だ

ん

だ

ん

下

が

っ

て
き
て
い
ま
す
が
、

率
は
年
率
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
、

一

九

八

五

年

に

は

十

三

億

と

な

っ

て
い
ま
す
。

ア

ジ

ア

の

労

働

力

人

口

は

一
九
五

0
年
、

六
億
八
千
万
で
し
た
が
、

増
加

す
。
表4

年 次
地 域 ＇ 

1950 1985 2000 2025 

ア ジ ア
(100万） 680 L 299 1. 686 2, 111 
増加率囮 1. 9 1. 8 0. 9 

東アジア (JOOガ） 381 737 908 981 

増加率％） 1.9 1.4 0. 3 

東南アジア (JOO万） 84 169 233 327 

増加率％） 2.0 2. 2 1.4 

南アジア (100万） 211 383 5 22 753 

増加率紡I 1. 7 2.1 1. 5 

西アジア (100万） 19 40 59 107 

増加率紛 2.1 2.6 2. 4 

れ

て

く

る

の

は

ゆ

っ

く

り

で

低
下
の
影
孵
も
一
雇
用
に
現
わ

19 50ー2025年、アジアにおける経済活動人口

出

生

力

の

つ

い

て

は

影

響

が

ゆ

っ

く

り

出
て
い
ま
し
た
が
、

屈

用

に

ま
、
~
ー
・

短

期

の

影

響

が

も

ろ

に

学

齢

期

の

子

供

に

つ

い

て

も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、

の
増
加
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

学

齢

期

の

人

口

も

ず

っ

と

増

え

続

け

ま

す

。

わ

ち

初

等

教

育

か

ら

高

等

教

育

へ

移

る

機

会

が

与

え

ら

れ

た

と

い

う

こ

と

で

あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
源
を
増
や
さ
な
く
て
も
、

両
刃
の
剣
の
雇
用
問
題

こ
と
が
で
き
ま
す
。

五

0
年

か

ら

八

五

年

ま

で

の

経

済

活

動

人

口

二

0
二

五

年

の

予

測

と
現
わ
れ
ま
す
。

八

五

年

か

ら

二

0
0

0

 

表

4

に、

大

き

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

と

い

う

屈
用
の
面
に
お
い
て
も
、

高

等

教

育

を

創

出

す

し
か
し
、

東

ア

ジ

ア

が

そ

う

と

う

利

点

が

あ

る

よ

う

で

あ

り

ま

す

。

て
お
り
、

す
な
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パ
タ
ー
ン
を
示
し
ま
す
。

し
か
し
、

西

ア

ジ

ア

で

は

あ

ま

り

高

齢

化

の

問

題

i
‘
 

．
：
 

非
常
に
高
齢
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
で
、

南
、

す
な
わ
ち
、

東

南

ア

ジ

ア

で

も

同

じ

出
生
力
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

東

ア

ジ

ア

に

お

い

て

表

5
に、

御

存

知

の

よ

う

な

パ

タ

ー

ン

が

見

ら

れ

て

い

ま

す

。

さ
て
、

高

齢

化

と

い

う

大

き

な

問

題

も

あ

り

ま

す

。

高

令

化

の

傾

向

て

も

労

働

力

人

口

の

増

加

は

高

い

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

西

ア

ジ

ア

は

労

働

力

人

口

の

増

加

率

が

高

い

で

し

ょ

う

。

次
世
紀
に
な
っ

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
死
亡
率
が
下
が
り
、

そ

し

て

そ

の

後

に

は

増

加

率

が

さ

ら

に

下

が

る

と

い

東

南

ア

ジ

ア

は

や

は

り

も

う

少

し

高

い

増

加

率

を

示

し

ま

す

が

、

こ
れ
か

ア、

東
南
ア
ジ
ア
も
同
じ
よ
う
な
。
ハ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
ま
す
。

南
ア
ジ

束

ア

ジ

ア

の

増

加

率

は

年

率

•
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

さ
ら
に
二

0
0

影

盤

力

は

ゆ

っ

く

り

と

現

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

学

齢

期

の

子

供

と

同

じ

よ

う

な

パ

タ

ー

ン

を

示

し

て

お

り

ま

す

が

、

そ
の

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

出
生
率
低
下
の
差
と
い
う
こ
と
を
、

ア

ジ

ア

地

域

で

見

て

み

た

い

ら
ん
で
い
ま
す
。

と
し
て
も
、

0
年
か
ら
二

0
二
五
年
ま
で

0
•

三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
下
が
り
ま
す
。

政

治

的

な

不

安

定

性

を

醸

成

す

る

と

い

う

、

大

き

な

問

題

を

は

し

て

は

失

業

が

大

き

な

問

題

に

な

り

ま

し

ょ

う

。

こ

れ

は

経

済

的

な

コ

ス

ト

雇

用

を

創

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

問

題

も

あ

り

ま

す

。

投

資

な

く

と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
が
、

し

か

し

な

が

ら

そ

う

と

う

な

投

資

を

し

て

の
剣
と
言
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

一

方

で

は

非

常

に

生

産

能

力

が

あ

る

を
通
じ
て
、

や

は

り

労

働

力

人

口

は

増

え

続

け

る

で

し

ょ

う

。

こ

れ

は

両

刃

―
―
五
年
ま
で
は

0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
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抜
け
ま
し
た
。

ア

ジ

ア

も

同

じ

よ

う

な

問

題

を

将

来

抱

え

る

と

考

え

ら

れ

ま

ッ
パ
に
お
い
て
は
、

移

民

労

働

者

を

輸

入

す

る

こ

と

に

よ

っ

て
問
題
を
切
り

そ
し
て
第
二
は
、

高

齢

化

に

よ

る

労

働

力

の

不

足

で

す

。

北
米
、

ヨ
ー
ロ

と
い
う
こ
と
。

ま
ず
、

福

祉

国

家

を

設

立

す

る

こ

と

に

よ

っ

て、

欧

米

は

す

で

に

こ

の

高

齢

化

の

問

題

に

二

つ

の

形

で

対

処

し

て

い

ま

す

。

高

齢

者

の

面

倒

を

み

る

ー

ロ

ッ

パ

と

同

程

度

の

高

齢

化

の

問

題

を

抱

え

て

い

ま

す

。

台
湾
、

お
よ
び
大
韓
民
国
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

こ

れ

ら

の

四

国

の

み

が

ヨ

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、

今

の

と

こ

ろ

は

日

本

と

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

、

そ
し
て

こ
れ
は
、

将
来
の
予
告
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
五
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
と
予
測
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
、

東

南

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

1
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、

西

ア

ジ

ア

で

は

お

よ

C

な
る
で
し
ょ
う
。

~. ま
で
に
は
、

一
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
六
十
五
歳
以
上

地
域
全
体
と
し
て
は
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
人
口
は
全
人
口
の
八
。
ハ

表5

東

ア

ジ

ア

で

は

六

十

五

歳

す
。
齢

化

が

進

む

と

考

え

ら

れ

ま

今
世
紀
の
末
に
な
る
と
、

高

し
か
し
、

一
十
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

ン
ト
で
す
が
、

て
お
り
ま
せ
ん
。

ヽ

ー
セ
ン
ト

そ

し

て

ア

ジ

ア

束

ア

ジ

ア

の

人

口

の

こ

れ

は

過

去

口
は
、

総

人

口

の

五

パ

ー

セ

現

在

六

十

五

歳

以

上

の

人

は
な
い
よ
う
で
す
。

19 50ー2025年、アジアにおける65歳以上人口

―101―五年

年 次
地 域

1950 1985 2000 2025 

ア ジ ア
(100万） 56 132 213 454 

囮 4. 1 4. 7 6, 0 10 

東アジア
(100万） 31 73 119 240 

拗 4. 4 3.1 7. 6 13.0 

東南アジア
(100万） 8 15 24 57 

％） 4.4 3.1 4. 6 8. 3 

南アジア
(100月） 18 42 67 152 

(%) 3.8 4. 0 4. 8 8.2 

西アジア
(100ガ） 1 4 7 1 7 

1%1 2. 3 3.5 4. 2 6. 2 
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先
進
工
業
国
は
、

全
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
分
の
三
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、

世
界
で
非
常
に
不
均
衡
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
の
増
加
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、

一
九
七

0
年
に
は
、

1
0
六
パ
ー
セ
ン

費
の
増
大
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

と
く
に
人
口
増
加
に
、

福
祉
を
追
い
つ
か
せ
る
た
め
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消

ま
た
、

人
目
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
も
増
え
ま
す
。

め、
多
く
の
国
を
見
る
と
、

代
わ
り
に
き
れ
い
な
燃
料
を
使
う
ぺ
き
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ト
増
え
ま
し
た
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

ア
フ
リ
カ
も
同
じ
よ
う
な

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
科
学
者
も
い
ま
す
。

世
界
は
化
石
燃
料
の
使
用
を
や

世
界
で
多
く
の
干
ば
つ
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
化
石
燃
料
の
使
用

非
常
に
大
き
な
、

破
壊
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

と
申
し
ま
す
の
は
、

化
石
燃
料
の
使
用
が
地
球
の
扶
従
能
力
に
対
し
て
、

す
。 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

し
か
も
環
境
的
な
問
題
も
は
ら
ん
で
い
ま

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
貴
重
な
外
貨
を
支
払
っ
て
入
手
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
非
常
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
次
に
、

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
と

大
問
題
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

で
す
む
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、

ア
ジ
ア
の
ほ
う
は
、

移
民
労
働
者
の
問
題
を
そ
れ
ほ
ど
抱
え
な
い

面
倒
を
み
る
コ
ス
ト
の
解
決
は
、

西
洋
よ
り
楽
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
は
欧
米
と
は
家
族
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

が
ア
ジ
ア
に
注
目
し
て
い
る
の
で
す
。

↓
>
ヽ

す
カ

解
決
策
は
欧
米
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
世
界

こ
の
高
齢
者
の
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る
も
の
で
す
。

し
か
し
、

も

っ

と

き

れ

い

な

燃

料

が

必

要

で

あ

る

と

い

う

こ

と

が

認

識

人
間
が
動
機
づ
け
を
さ
れ
た
時
に
は
、

良

い

解

決

策

が

出

て

く

や

は

り

解

決

す

べ

き

問

題

と

言

え

ま

し

ょ

う

。

工
業
地
域
で
は
、

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

消

費

量

が

増

え

て

き

て

い

ま

す

。

こ
れ
が

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、

特

に

新

興

す
な
わ
ち
、

多
く
の
ア
ジ
ア
の
途
上
国
、

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

使

用

が

も

っ

と

効

率

的

に

で

き

る

よ

う

に

な

。
ハ
ー
セ
ン
ト
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

°
、
キ
ス
タ
ン
ま

ノ

'
t

一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
減
、

ス
リ
ラ
ン
カ
は

下
を
示
し
て
い
ま
す
。

中
国
は
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
減
、

マ
レ
ー
シ
ア
は

ノゞ

消

費

の

割

合

一
九
七

0
か
ら
八
四
年
の
間
に
日
本
は
消
費
量
を
二
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
下
げ

て
お
り
ま
す
し
、

ー
セ
ン
ト
減
、

他
の
先
進
国
も
同
じ
で
す
。

ア

ジ

ア

で

も

同

じ

よ

う

な

低

（
ド
ル
建
て
）

は

顕

著

な

低

下

を

示

し

て

い

ま

す

。

ま
す
が
、

多
く
の
工
業
国
に
お
い
て
は
、

G

N

P
中

に

占

め

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

ま
た
、

一
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
は
、

増

加

し

て

き

て

お

り

゜
ヽ
ー
セ
ン
ト
、

ノ

そ

し

て

先

進

国

は

．
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ら

八

五

年

と

い

っ

た

ら

い

い

で

し

ょ

う

か

。

貧
し
い
国
の
成
長
率
は
三
•
六

セ
ン
ト
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
過
去
五
年
か
ら
七
年
の
間
、

八

0
年
か

い
て
六
か
ら
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、

そ
し
て
先
進
国
に
お
い
て
は
三
か
ら
六
。
ハ
ー

し
て
き
て
い
ま
す
。

六

五

年

か

ら

八

0
年

ま

で

の

増

加

率

は

貧

し

い

国

に

お

は
増
大
し
て
は
い
ま
す
が
、

増
加
率
は
、

し
か
し
な
が
ら
、

地

球

の

あ

ら

ゆ

る

と

こ

ろ

で

低

下

明
る
い
兆
し
も
み
ら
れ
ま
す
。

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

消

費

量

〇

みノ が
最
終
的
に
は
、

地

球

の

扶

餐

能

力

に

影

響

を

及

ぼ

す

こ

と

に

な

り

ま

し

ょ

開
発
の
た
め
に
は
、

や

は

り

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

消

費

が

必

要

で

あ

り

、

こ
れ

加
率
は
非
常
に
高
く
な
っ

よ
っ

V
f
 
て
い
ま
す
が
、

て
い
ま
す
。

貧
し
い
諸
国
に
お
い
て
は
、

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

の

増

も
と
も
と
ベ
ー
ス
が
大
き
い
の
で
、

こ

れ

ら

の

工

業

国

の

消

費

の

伸

び

は

低
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こ

れ

ら

の

予

測

は

あ

く

ま

で

現

在

の

技

術

に

基

づ

い

て

申

し

上

げ

た

も

の

りヽ
す
な
わ
ち
、

ひ
と
つ
の
勝
利
と
み
る
ぺ
き
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
ア
ジ
ア
の
人
々
、

で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ア

ジ

ア

の

指

導

者

に

対

し

て

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

こ

れ

は

世

界

に

と

っ

て

も

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

あ

一
十
億
の
人
口
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
、

対

し

て

チ

ャ

レ

ン

ジ

が

あ

る

こ

と

は

確

か

で

す

。

い
う
こ
と
で
、

し
か
し
、

将
来
に

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
人
間
の
存
在
、

そ

し

て

生

活

水

準

が

上

が

っ

た

と

二
十
億
い
る
の
は
人
間
な
の
で
す
。

人

間

の

存

在

価

値

は

子

供

が

な

け

れ

は

な

く

明

る

い

見

方

も

し

た

つ

も

り

で

す

。

見

方

を

す

る

人

が

た

く

さ

ん

い

る

と

思

い

ま

す

が

、

私

は

暗

い

見

方

だ

け

で

特
に
ア
ジ
ア
の
人
口
が
一
二
十
億
に
な
る
と
い
い
ま
す
と
、

マ
ル
サ
ス
的
な

の
が
好
き
な
よ
う
で
す
。

来
は
暗
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

学

者

達

は

ど

う

も

暗

い

見

通

し

を

立

て

る

は
幾
何
級
数
的
に
増
え
、

食
糧
は
算
術
級
数
的
に
増
え
る
の
で
、

人

間

の

将

に
対
し
て
悲
観
的
に
な
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。

ト
マ
ス

マ
ル
サ
ス
が
人
口

を

認

識

す

る

こ

と

が

大

事

で

あ

り

ま

す

。

問
題
を
列
記
し
、

そ
し
て
、

こ
れ

し
か
し
な
が
ら
、

ま

ず

我

々

は

こ

の

三

十

億

と

い

う

人

口

の

抱

え

る

問

題

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や

が

て

四

十

五

億

人

に

増

加

す

る

人

口

で

す

。

ま
た
、

一
十
億
人
が
も
た
ら
す
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
も
、

私

共

は

認

識

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

る
と
、

や
は
り
人
口
が
増
え
た
の
も
、

人

口

扶

詭

力

が

高

ま

っ

た

か

ら

で

あ

ア
ジ
ア
の
三
十
億
の
人
口
、

そ

し

て

ア

ジ

ア

の

扶

養

能

力

に

つ

い

て

考

え

結
論
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
開
発
で
明
る
い
展
望
を

さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
な
こ
と
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
世
界
に
と
っ
て
、

ま
す
。

そ
し
て
ア
ジ
ア
の
国
民
、

指

導

者

に

と

っ

て

大

こ、
~. 

人

類

の

た

め

に

使

う

と

い

う

こ

と

が

大

変

大

事

な

こ

と

で

あ

る

と

思

い

し
か
し
な
が
ら
、

技
術
的
な
開
発
を
行
い
、

そ

し

て

そ

れ

を

人

口

の

た

め

そ
う
い
う
わ
け
で
、

私
は
非
常
に
楽
観
的
に
見
て
お
り
ま
す
。

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

使
う
こ
と
に
よ
り
、

技
術
の
向
上
、

大
き
な
突
破
口
を
見
つ
け
、

そ

し

て

世

界

の

人

口

扶

養

例
え
ば
遺
伝
子
工
学
、

そ

れ

か

ら

超

電

導

な

ど

の

技

術

を

で
す
か
ら
、

将

来

は

も

っ

と

楽

観

的

に

な

る

こ

と

が

で

き

る

と

思

い

ま

す

。
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J> ， 8 7 7 7 

月 月 月 月 月 '1J 
12 14 8 28 17 I 

゜
日 日 月 日 日 日

J> 30 I 10 I 24 I 

日 日 日 • 
.. -- m 

(2) (1) 本史調昭宏企昭遠関昭
” 薯

於そ昭協隆杏和明し 和藤す和記

一
ゴ記佐アア

の和会 ‘団 63 ‘調 63 正る 63 者ゲア堀 30 念藤ナジ

赤他 64 理遠を年西査年昭調年会イ ジ内億講隆ウア

坂 年事藤ネ度川団度職壺度見ルア俊人演 A ン人

プ 度会正パ ゴ由を ゴ貝し
ヽ

は夫を F スロ7 

I) 事を昭 I 農比中東が予ア レ D 30 と p メ 30

ン 業開-ル村子国南ネ備ジセ 億環 り p ン億

ス 計催 に人-にアパ調アプネ人境囲 D 卜 の

ホ 画 ゜ 派口 派ジ I 査諸シス を庁む 議発日

テ 遣と 遣アルの国 ヨ ど長環 長表“

｝レ 収 二農 二諸にたのン ミ 7 官境

支 団業 団国出め農 シ支 問

予 長開 長等張 ‘村 ガえ 題

算 .. 発 ・・ 人 0 仏'~ 人 ン る
L 

川に 黒ロ 瀬ロ 大か

野関 田 次と i"4 子 L 

重 す 俊開 雄農 教
任る 夫発 事業 授
‘調 ‘基 務開
結在 鷲礎 局発
城 L 尾調 長に

ヽ
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九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四
I 

四 十

十 十
五 八

ヽ

＇ "~ 

9 弓 シ ァ
宣 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 斉 際 そ 国 ‘ア

プ 人要各八書 と 世参人 官 W の阿佐岸会フ 人
を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁 iゞ 他部藤 議イ ロ
と す政及名 ロ で党問 レ 昭 信貝 リ 事
る 食 る 府び .. に 初派題 マ I 吾隆介へ ピ情
糧五に 十佐 関 の議議 ス ノぐ ヽ 日 ン視ヽ

と 問項現ー藤 す 試貝員 コ I 山団本-察
を 題 目 実 月 る みー懇 ミ

ヽ
崎長- 団

要解か 的の隆 旦、~- で一談 関 ↓ 
立屯 ヽ~ 派

請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男
ヽ

遣
し の成つ 界 6 る 名

b 
等 ィ ‘田 ヘ

た為 る 果人 ゜ で設 テ !Jn 中 ィ
宜

ヽ
゜敢口 国 発立 イ 藤龍 ン

言 国 な -連 足ヘ ン シ夫 ド
文連 諸食 於式 ° ム云 グ ズ

ヽ

。
に 政糧 ．，典 長 ス 工八 夕
リ 策会 国 ．． ‘田 イ
I を 議 連 岸 花 貞
ダ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 信 仁 ヽ

ン

シ よ 立 ｀ 介 八 ド
ツ う ち ヽ 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
活
動
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九九 九 八 九
七 七 七
三七 四 +四

I 
九

十九 十
I 八

八 二

｀ 
十

~~~～ 

ジ 中 7 7 

゜
顧 国ル南 参 I 堂斉 第

を 先 u 大問吉安岸会 ‘米 加 p 森藤 ＝ 
結進 N 来団寺孫 議ア 家 国 u 芳邦 回

成国 F 佐へ 子信貝 メ 族 ．． 列 夫吉

さ に p 武十宏 藤介＾ リ 計 提 ，佐六国 国,,, 

せ も A 郎六 ‘吉＾八 力 画 唱食藤十議 柏元 際

る ‘名他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五会 原厚 人
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l 5. ネハールの人口• 開発・環境 i 
！り;:::.:。~- Development and Environment in Nepal I ! 
! 
6. スライド

日本の人口移動と経済発展 (LI本語版）

The Migratory Movement and Economic Develop-

ment in Japan (英語版）

H本的人口移かj経済友展 （中国語版）

Perpindahan Penduduk Dan Perkembangan Ekonomi 

Di Jepang (インドネシア語版）

7. トルコ国人口家族計画双礎調企
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